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○議長（村上　正広君）おはようございます。
　ただいまの出席は１１名であります。定足数に達していますので、平成２９年第２回日
南町議会定例会を再開いたします。
　直ちに本日の会議を開きます。
　本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。
　　　　─────────────・───・─────────────
　日程第１　一般質問
○議長（村上　正広君）日程第１、一般質問を行います。
　一般質問は、議事進行の都合と通告制になっている関係上、関連質問については制限を
いたしますので、御協力をお願いいたします。
　タブレット、一般質問答弁要旨ファイル１ページをお開きください。
　８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）失礼します。地方創生が叫ばれ、石破大臣のもと全国津々
浦々でさまざまな事例が紹介され、連日のようにマスコミにも大々的に取り上げられてお
りましたが、昨今でのトーンダウンも甚だしく、まれに紙面の片隅に登場する程度になっ
ております。あのブームは何だったのでしょうか。一過性のものだったのか、随分過去の
ような出来事のように感じられます。
　しかし、当事者たる本町は、一過性で終わらすわけにはなりません。総合戦略のもと、
中心地域整備で道の駅ができ、Ｉ・Ｕターンの方をターゲットに定住促進住宅の整備、４
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月には定住用地の分譲開始、保育料の無償化等々新たな事業を展開してこられました。こ
れからは成果を問われると同時に、ブームの後遺症に悩まされない取り組みが試されてく
るとも言えます。
　動き出した新たなまちづくりを応援することは当然のことながら、地域集落が置き去り
にされはしないかといった不安の声があるのも現実で、このたびはそういった視点から地
域集落の長寿命化に向けた方向性と取り組みについて一般質問させていただきます。
　まず最初に、来年度事業説明で公共交通の見直しがなされ、ダイヤ改正とあわせ町営バ
スの一部小型車運行、デマンドバスのフリー降車便、そしてタクシー助成の提案がなされ
たが、タクシー助成は本町の実態を把握されたものとは言いがたく、限られた予算とはい
え、今後の事業展開を検証する上で、予算内においてでも負担の地域間格差のない制度の
もとでスタートをする制度に組みかえることはできないか、お伺いします。
　続いて、施政方針で町長は、次世代につなげる行政、ついの住みかとしての日南町を提
唱されておられます。それは、長年見なれた風景と長年培った人間関係の継続に集約され
るものではないかと考えます。農地を初め里山を守る組織と高齢者を中心に据えた福祉・
防災を見据えた心と健康を応援する組織の活動が別々であることが不安、また不満のもと
ではないかと考えます。３０年先を行く日南町として、このような問題を包括的に取り組
む組織・体制づくりが急務と考えますが、その点はどうでしょうか。お伺いしたいと思い
ます。
　冒頭の質問は、これで終わります。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）近藤仁志議員の御質問にお答えいたします。
　まず、タクシー助成でありますけども、このタクシー助成制度については、次の３つを
目的とした政策であります。１つ目は、御近所同士で声をかけ合い、出かける仕組みを生
み出し、ひとり暮らしの高齢者の外出支援につなげること。２つ目は、地元タクシー事業
者の運賃収入の増加により、乗務員の所得向上を目指し、将来にわたって継続的に日南町
にタクシー事業者を残していくことと同時に、運転手の確保が困難になっている現状を打
開すること。最後に３つ目には、交通空白地帯が多い町営バス、デマンドバスに続く新た
な町内の高齢者の移動手段とすることであります。
　御承知のように、日南町は少子高齢化が進んで、将来の人口構成や財政状況を見なが
ら、公共交通体系全般のあり方を考え、現段階から準備をしていく必要があります。これ
を踏まえ、今年度、日南町交通総合計画を策定したところであり、このタクシー助成制度
も新たに創設したところであります。したがって、このタクシー助成は本町の実態を把握
されたものとは言いがたいという御指摘については、私は認識不足であるというふうに思
っております。
　私自身も、全てのまち協といいますか、地域の自治会のまめな会等に既に参加をしてお
ります。議員がどの程度の会に参加されたかもしれませんけども、例えば担当者につきま
しても、既にまめな会に参加しております。いわゆるまめな会というのは、一番タクシー
助成を利用される層の会であります。その中でも、例えば神戸上では、かつてから上石見
タクシーがありましたので、デマンドバスよりもタクシー助成を望むという声もありまし
た。また、阿毘縁の自治会では、バス停まででもタクシー助成をしてほしいというむら協
からの会長さんからの要望もありました。そういうふうなことも踏まえた上で判断したも
のであります。認識が不十分であるというふうなことは少し言い過ぎではないかなという
ふうに思っております。
　逆に現在、町内で抱えている各種問題をきちんと出された上で、企画課、福祉保健課双
方で将来の日南町の交通体系全般の考え、また住民の皆様の御意見を諮りながら制度化し
たものであります。次年度の利用状況等を確認しながら、よりよい事業として成長させ、
地域の住民の皆様にとって利用しやすい交通体系の構築を目指していきたいというふうに
思っております。
　なお、負担の地域間格差のない制度の下でスタートができないかということであります
が、今年度は、あくまで試行的に実施することとしておりますので、今後１年間を通じ、
どのエリアの方がどのような利用をするのかということをしっかり分析をしながら、タク
シー事業者等とこの事業の成功を支える上で協議をしていきたいというふうに思っており
ます。
　よく公平と公正という言葉が使われます。私は、この事業は公正だと思っております。
しかし、公平という視点からすれば、近藤議員もたしか委員会の中で、４００メートル離
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れたところを何とか無視してくれというふうな話がたしかあったというふうに思って聞い
ておりました。そういうふうなことを考えると、例えば後期高齢者で７５歳という言葉が
あります。６５歳でも実際には運転ができない方もおられます。そして、生山の地であっ
ても、なおかつ足腰が不自由な方もおられます。やはり公平というのは法律で決まるわけ
ですけども、公平という言葉は非常に主観的な言葉であるというふうに思っております。
どこに住んでおるのかということも当然あるというふうに思っておりますが、体調である
とか、いろんな部分もあると思っております。
　ただ、私たちは、これまでの行政というのは、公正ということを重んじる余り、不公平
というふうなことで何も手をつけなかったことがあったというふうに思っております。私
どもは、できる限りのことはしながら、できる限りまた不公平感をなくすということを努
力していかなければならないというふうに思っております。そういう意味では、初年度に
ついていろいろな不公平感はあるのかもしれませんけども、とりあえず始めてその不公平
感を圧縮していくという努力が私は必要かというふうに思っております。
　２番目に、里山を守る組織と福祉・防災等を見据えた心と健康を応援する包括的な体制
づくりということであろうというふうに思っておりますが、これについては近藤議員のほ
うが先進地のほうに視察に行かれて勉強されたというふうに思っております。確かに今、
まちづくり協議会とか福祉の部分とか２つに分かれておって、なかなか相互の連絡ができ
ていない部分もあるというふうに思っております。また、近年、耕作放棄地であるとか農
地を初めてするところの地域課題が膨らむ中で、集落営農組織などでその保全に地域全体
で取り組むという制度もできてまいりました。
　今、新しく農政が変わりつつありますが、まだまだ今の農地は農地、福祉は福祉とか、
そういうふうな部分が強いというふうに思っております。ただ、これを余り行政のほうで
強行に進めると、せっかくできた組織というのがなかなかうまくいかないというふうに思
っております。近藤議員が言われますような組織の勉強をしながら、だんだんだんだんそ
ちらのほうに移行するというふうな段階的措置が必要ではないかなというふうに認識して
いるところであります。以上であります。
○議長（村上　正広君）再質問がありますか。
　８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）まず最初に、バス停まで４００メートルのところまででも
何かできないかと自分が言ったように言われましたけど、そういったことを言った覚えは
ちょっとないわけでして、多分ほかの同僚議員の発言ではないかということをちょっと考
えております。自分は、バスの乗りかえ自体も高齢者にとって大変負担だという考えでも
ありますし、一度タクシーに乗ったら、やはり目的地まではワンウエーで行けるべきであ
ると思います。バスに乗ったらバスで目的地まで行くという、タクシーに乗ったらタクシ
ーで目的地まで行く、それが高齢者にとって最善ではないかというふうな考え方から、そ
ういう考えでおるわけですけど。
　このタクシー助成、１年かけて検証されるという答弁でしたけど、自分から見たら、明
らかにこの日南町の面積の広さ、谷が多くて、その谷の奥に住んでおられる方が大変不自
由しておられるということ、その辺から鑑みて、十分利用条件が各地域によって大いに違
うと思うわけです。そういった面から見て、このアンケートとかデータをどういう形でと
られるのかわかりませんけど、そういうデータをベースにして１年間分析しても、正確な
データがとれないではないかということを懸念するわけです。あらかじめこういうこと
は、想定できることは想定した上でのスタートをされたほうが、この１年間検証する期間
をより縮めることができないかと考えてるわけです。
　やはり中心地域、自分の場合は、ちょっと中心地域医療を考えてるわけですけど、経済
の町内循環を考えて、中心地域まで出かけていただくための手だてとして、タクシーで行
ったら１，０００円の区間、３，０００円の区間、５，０００円以上の区間とか、いろん
な場面が地域によって想定されるわけですけど、それに対して一律４００円の券を５０枚
という形、それはないよりはあったほうがありがたいと当然思います。
　それから、阿毘縁のむら協の方の事例も出されましたけど、してもらえるなら、多分バ
ス停まででもというような切なる希望だと思います。できたら多分この中心地域まで出た
いと、もしタクシーの助成で負担の軽い、ある程度甘受できる負担の範囲なら、中心地ま
でタクシーを利用したいという考えではないかというようにとっております。そういった
意味で、この１年間をより有効的に使うために、ある程度の条件の差を考慮したタクシー
助成というのを強く求めるわけですけど、どうでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
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○町長（増原　　聡君）多分近藤議員が言われたのは私は見ておりましたので、言い方は
多分違うかもしれませんけども、今おっしゃったような、生きがいタクシーに乗ればとい
うふうなことはおっしゃったのは間違いないと思っております。ただ、私どもが言います
のは、今の話を言いますと、端的な話は、バス停から近い人には出さなくてもいいという
理論にもなりますよ。結局タクシーにどんどんどんどんタクシーに助成を出していくと、
例えば熊﨏とか小濁とか、そういう方々はタクシーを使われます。例えば近藤議員さんの
ところの前はバスが通りますと。じゃあ、そういう方はバスを使ってもらわないと困るわ
けです。バスも要るし、デマンドも要るし、タクシーも要るわけです。ですから、そのす
み分けがしっかりできるような形ができればいいわけですけど、誰もがじゃあ自分は全部
タクシーだと。でも、タクシーは今出てるよと。じゃあ遠いところの人に優先して使って
もらいましょうとか、やはりそういうふうなちゃんとした町の中のすみ分けができていか
ないと、どれもが残ってこない。
　町としても、将来の若い人たちに負担を残さないように、ここでタクシー券をどっと出
して、仮にタクシーだけ残った。でも、バスは残らない。デマンドも残らない。それでは
結局公共交通は成り立たないわけであります。ですから、確かにいろんな形はあるでしょ
うけど、近い人たちがどんどんどんどん、バス停に近い人たちが実際使ってるねという実
態が出たならば、それは今言われるようなことは確かにあるというふうには思います。た
だ、私は、日南町民の考え方として、バスに近い方はできる限りバスを使って、遠い方は
タクシーを使ってもらおうと。何か急なことがあったときにはタクシーを使おうというふ
うに私は、日南町民の方々は考えていただけるというふうに認識をしております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）全くそのとおりでして、今先ほど最初に町長が答弁された
ことと、ちょっと若干違うニュアンスだなと思って感じておりましたけど。要するにこの
制度をやって、果たして遠い人に優先的に使うことができるかという。今、近くの方は我
慢して、遠い人をなるべくなら優先して使えるような仕組みにしたいというような答弁で
したけど、果たしてこの制度で、遠い人が優先的に使う制度になっているかいないか。
　それと、このタクシー券をどっと出すという答弁もされましたけど、自分が要求してる
のは、タクシー券をたくさん出しなさいという要求ではないわけなんです。限られた予算
であることは十分自分も承知してるわけですけど、このたび１，９００万の予算が計上さ
れておりますけど、その予算内で結構ですので、来年に向けて、今後に向けて検証する上
において、あらかじめ枚数は減らしてでも、遠い人、近い人、やはりある程度の工夫を凝
らした制度が必要ではないかと問うているわけです。どうでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）当然どこかでは工夫というのが必要だというふうに思っておりま
す。先ほど言いましたように、デマンドバスにしても、今回フリー乗車というふうなこと
も出てきたわけです。これもデマンドバスが始まって４年も５年多分たつわけですけど
も、いろんな検証をしながら、より便利な方向に持っていくということをやっぱり考えて
いかないと、今言われますことは確かによくわかります。ですけども、実際本当にどうな
のかということは架空の話であります。しっかりやはり検証した上でやっていくというこ
とが行政というものは必要だと私は思っております。
　仮に架空にやったときに、自分は本当はタクシー券があれば、極端な例をしますよ。仮
に言うと、日南町に救急車が出てるときに、急におなかが痛くなったと。バスの時間がま
だあるからタクシーで行きたいと。そういうときにタクシーはすぐ多分来てくれれば非常
にいいと思うわけです。極端な例をすれば、そういう話でして、やってみないとわからな
いことがあると思うんです。それをしっかり検証をして、来年に生かしていくということ
が私は、繰り返しますけど、必要だというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）検証することは本当に大事だと思います。でも、そのスタ
ートの地点が、仮にあらかじめ想定できることは想定した上でのスタートをしたほうがよ
り効果がはっきり検証できるんではないかと自分のほうは考えてるわけです。それから、
利用者の方も、限られた助成の中で使い方はいろいろ工夫されると思うんです。近所の乗
り合いを推し進めるという考えでしたけど、やはりどうしてもそれは工夫して、遠隔地の
方は乗り合いをやっぱりしないと、せっかく町から補助をいただいたタクシー券をより有
効的に回数をふやして使うためには、乗り合いを考えなくてはいけません。当然工夫され
ます。でも、要するに中心地に近いところの方は、はっきり言って単独利用も十分同じ負
担でできるわけなんです。その差がやはり問題ではないかということです。
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　やはり町民は十分工夫して使うわけなんです、有効的に使うために。でも、その価値と
いうものは、やはり１，０００円圏内のタクシー利用者の方にとっては、１人で４００円
券１枚ないし２枚で十分町からの補助を感謝するわけです。だけ、先ほどもおっしゃられ
ましたけど、この年代の方は大変もったいないとか、それからこういったことを、タクシ
ー券をもらったということをありがたいという、そういうことを強く感じられる世代なん
です。だから、やはりもらったものを大切に、より有効的に使おうと工夫されるんです
よ。でも、やっぱりそこには地域間格差があっちゃおかしいと思うんですよ。やはり近く
の方の利用というか、同じ５０枚なら５０枚としたら、全然価値が違うと思うんです。ど
うでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）言葉尻を捉えるようで申しわけないわけですけども、今おっしゃ
るように、今回の本当にタクシー助成をされる方というのは、もったいないとか、ありが
たいとか、そういうふうな多分意識を持たれてると私は思います。できるだけ使わないよ
うにしようと、バスを使おうと。それは、仮に遠くの方だろうと生山の方だろうと霞の方
だろうと、私は同じだと思っております。生山の方と、例えばじゃあ阿毘縁の方と意識が
違うのかというと、そうではないと私は思っております。自分たちが使うことによって、
すぐ確かにタクシーで帰れるかもしれないけども、自分たちはできる限りバスの時間に合
わせて使っていこうと、そう思われるのが私は日南町民だと認識をしております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）ちょっと視点を変えますけど、先般の会で町長がおっしゃ
られたことに、このタクシー券を利用して町外への買い物、また町外への通院など、それ
は可能であるという答弁をされておりましたけど、自分はこの考えがちょっと理解できな
いわけですけど。過疎自立促進計画の中でもうたっておられますけど、経済の地域内循環
を図っていくというようにうたっておられます。やはり町が補助するこのタクシー助成に
関しては、終点は日南町であるべきだと思うんですよ。
　だから、仮に日野病院のほうに出かける方は生山駅までを終点としてタクシー券が使え
て、そこから公共交通を使って別の便で出られる。そうすることによって、日南町生山駅
周辺でひょっとしたら買い物されたり食事されたり、そういう機会が生まれりゃへんかと
思うです、わずかな機会でも。それが直接日野病院のほうに行ってしまわれたら、日南町
でとまることがないような気がするわけですけど、その辺の考えは変わりないですか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）病院に通われてる方は日南町の住民の方ですよね。仮に整形があ
るときは日南町でありますけども、ないときに通おうというふうにときに仮に使われたと
しても、それは生命のほうが大事ではないでしょうか、変な話ですけども。そこで自分は
足腰が不自由なのに生山駅のあの階段を上っておりて、そういうふうな町がいい町でしょ
うか。私はそう思いません。私は、仮にタクシーでそういうことを使われても、１回使わ
れたら終わりかもしれませんけども、でも、助かったなと。あのとき本当に腰が痛くて、
足が痛くて歩けなかったけども、あんなところをホームの階段を上がらなくて、おりなく
て済んだなというふうな町のほうが人が住んでもらえる町ではないでしょうか。
　最近、少し町内、町内という言葉が非常に多くありますけども、タクシーは町内の業者
であります。そこは落ちるわけであります。じゃあ、奥出雲町のときはどうなのかいうの
は確かにありますけども。でも、仮にいうと、生活圏の中で少しでも安く買い物をしたい
という方がおられて、タクシーが１回でも安く使えるということがあったときに、それは
それでいいではないでしょうか。これまでもアップルハウスでも実際には奥出雲町のもの
を販売をされとったケースもあって、住民の方も助かっておったわけでありますので、私
はそれぐらいの余裕を持った町でないと、がちがちがちがちと全て町だ、町だ、町だ、町
だというようなことでは、町の人間は閉塞感を持って住めなくなるんではないでしょう
か。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）病院に関して緊急を要すること、そういう利用の方法、そ
れは当然だと思います。でも、１００歩譲ったとして、買い物に関して、やはり日南町内
の中で買い物をしてもらう機会をふやさないと、日南町内の商店、スーパー、いろんなお
店が、横田であったり米子であったり、そういうお客さんを日南町内に取り戻すというき
っかけにもこれは使っていかないけんと思うわけです。そうした場合は、やはりタクシー
券を使ってどこまで行けますよというんでなしに、町内にお金を戻すための一つの手段と
してのこれは方法として利用していただきたいと思いますが、どうでしょう。
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○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）当然そうであります。山上とか、どこどこいうわけじゃないです
けど、３人、４人で駅前の食堂に行かれて食事をとられて帰っておられるというケースも
聞いておりますので、そういうふうに使ってもらってもいいわけです。
　ただ、極論の話の中で、じゃあ阿毘縁に行ったときに温泉につかりに、例えば例です
よ。たまには温泉に入りたいと。じゃあ自分は阿毘縁に近いから、温泉に行きたいという
ときに、そこまでを余りせせこましく、それはだめですというふうなことが果たして本当
にいい町なんでしょうかというふうに行ってるわけです。極論の話です。全部使ってくだ
さい、横田に行くのにどんどん使ってくださいと言ってるわけではないわけで、行かにゃ
いけんときには、仕方がないけども、そういうふうな例もあってもいいんではないかと言
ってるわけでありますので、そこは御理解をいただきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）このタクシー券の利用にかけての条件整備というか、条件
とか要綱とか、そういうものは既に完備されておりますか。
○議長（村上　正広君）山中専門監。
○地方創生専門監（山中　慎一君）現在、要綱ということで準備のほうはできておりま
す。今回の議会のほうで御承認いただいた場合に、決裁、手続等をとりたいというふうに
考えております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）やはり特に買い物とか、そういった面で、せせこましい町
であったらいけないという考え方と、極力町内に経済の循環を回そうという考え方と、そ
れをせせこましいという考えではないと思うわけなんですよ、自分は。やはりなるべくい
ろんな機会を捉えて経済の循環を町内でやってもらうように、町民に対していろんな助成
をするからこそ初めて意味があるわけなんです。その点どうでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）そういうふうな言い方をされるのであれば、全て町内の業者でな
いとだめだという、条例等においても厳しい判断をさせてもらうということをしないとい
けないじゃないですか。片方では、下請はオーケーですよとか、そういう話をしておい
て、ここではだめですみたいな話をするのであれば、じゃあ厳しい判断をして、日南町か
ら一円でも出たらだめだという判断をしますか。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）これタクシー助成というのは、町内でお金を使ってもらお
うと思って、自分たちもそれのお手伝いをするための助成だと思ってるわけですよ。外に
使って、そんなに小さな考え方ではない。町外に買い物に行くことは十分できるわけなん
ですよ。みんなで乗り合わせて町外に行くのは、自分のあれとして行くことはできる。そ
れを否定しとるわけじゃないんですよ、私たちは。ただ、タクシー券というものをどうい
うぐあいに捉えていくかということを、町の補助金であって、何を目的にこれを、いろん
な意味で、町長は３つのことを言われました。近所の乗り合いを推し進めていこう、タク
シー業者が収入を上げることによって雇用がふえたり台数がふえて、より一層町民の方に
利便性が提供できるんではないかということ、それから交通空白地帯の解消ということ、
それとあわせて、やはり自分は経済の町内循環というのも大きな目的であるべきだと思う
わけです。どうでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）私も興奮して言いましたので、近藤議員も興奮して少し論点が違
ってきたと思うんですけども。これは、あくまでも根本的には町内の経済というよりも、
タクシーの維持と従業員の確保ということは確かにありますけども、いわゆる交通空白地
帯、交通弱者と言われる方々の便利を図ろうということがもとの発端でありますので、町
内の経済の循環というものも確かに派生的にはあるのかもしれませんけど、そこに重点を
置いてるわけではないです。
　ただ、私が言いたいのは、そんなに誰かがどこかのタクシー券を使って阿毘縁に行った
しこなと、あいつはけしからんというふうなことではなくて、温泉に行ったしこな、たま
には温泉に行きなるのもいいなと、出歩くのもいいなと、久しぶりに出歩きなったなとい
うふうな、そういうふうな見方をしていただきたいとお願いをしとるだけであります。
○議長（村上　正広君）山中専門監。
○地方創生専門監（山中　慎一君）済みません、補足のほうで答弁のほうをさせていただ
きたいというふうに思っております。
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　もともと今回の政策自体が町内のみを限定するという御意見でございますけども、実は
平成２５年の１２月ですけども、交通政策基本法という法律が成立しました。もともと旧
民主党政権のときからずっと出されて、廃案、廃案で出てきた法律なんですけども、２５
年にようやくこの法律が通ったという事実がございます。この法律の中で一つ論点になっ
たのが、いわゆる移動権というものでございます。人間の移動する権利というものを認め
るかどうかというところの理念的なものの議論がございましたけども、この法律で初めて
人が移動する権利というものが整備をされたというところでございます。
　その移動権というものでいうと、やはり人は自由に拘束されずに動けるという、要は移
動するという部分で、それは人個人の権利であるというような考えのもとで、この法律が
整備されております。その法的な趣旨という部分からの見解で言うと、やはり今回のタク
シー助成というものも我々行政の施策でございますけども、自由に人が動けるという部分
の法の趣旨にのっとれば、やはり皆さん行きたいところに行く。そのときに、そのチケッ
トを使うというのが理想的だというふうに考えております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）移動権という、初めて、自分は今まで聞いたことがなかっ
たわけですけど。でも、この移動権というのは、それが時代劇でいう通行手形にこのチケ
ットがなるわけじゃないわけでして、チケット券がないと移動できないという制約になっ
とるわけじゃないわけでして、移動は十分できるわけですので。ただ、やはりできたらこ
の日南町から発行したこのタクシー助成券で、なるべくなら町内で買い物をしてほしい
と、そういう気持ちはやはりあってもしかるべきじゃないでしょうか。
　何度も言うようで、自分はなかなか納得できませんけど。それは当然あってもしかるべ
きで、それでこそ初めて町内の商工業者であったり、いろんな業界も一緒になって潤って
いくということ。それで、緊急性がある場合は病院なりの利用はやむを得ないとしても、
やはり買い物というものは、そんなにせっぱ詰って買わにゃいけんというものでもない
し、ある意味、日にちをきょうでないといけないというもんでも、早々あるもんではない
と思います。緊急性を要することもないと思う。そうした場合は、やはり町内の事業者を
なるべく使ってほしいという考え方は、当然あってもしかるべきと思うわけですけど、ど
うでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）移動権というのは法律ですので、当然条例とか、それより上のも
のになるわけですので、上位法になりますので、それを制限をして、それに背くものはで
きないというふうに思います。ただ、裏のほうに例えば買い物はできるだけ町内でしまし
ょうとか、時間が許す場合には相談に乗って、余裕を持った時間の予約をしましょうと
か、そういうふうなことは書けるんではないかなというふうに思っております。仮にチケ
ットの裏に、そういうふうなことが書けるんではないかなと思ってます。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）利用要件とか利用要綱など今整備が進んでるということで
すけど、一昨日ぐらいから高齢者の認知症の審査が厳しくなってきたということで、認知
症が疑われるということで免許証の返納という、ちょっと若干認知症に対する審査が厳し
くなって、認知症の厳しいわけじゃありません。免許証の交付する基準が厳しくなってき
たということで、遠隔地の方ほど、そういった車の運転免許というのをやはり一番必要と
される。代替交通がどうしても少ないわけでありまして、もしこれがやむなく返納せざる
を得ないというような高齢者の方が十分ふえてくることが予測されるわけです。
　そういった意味で、高齢者返納環境の整備というものをやはり行政のほうで、これも十
分やっていかにゃいけんと思います。そういった意味で、ひょっとしたら遠隔地の方が免
許証がなくなったとき、または自主返納されるとき、１年間を通してこれが２万円で十分
やっていけるかということ。だから、やはり甘受できる不自由というもの、それはぎりぎ
りの線なのかもしれませんけど、そういった観点から、ちょっと最初のほうの質問の続き
になりますけど、やはりそこには、そういった今まで車を運転していて、それがやむなく
返さなきゃいけない、また恐らく自分はだめだろうから返す。足が痛くなったから返す。
そういった方には、やはり利用機会をふやすためにも、その地域間格差というのは必要と
考えます。これをタクシーのほうの最後の質問とさせていただきます。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）御承知だと思いますけど、２８年度からこの制度は既に続けてお
ります。バス券かタクシー券か、どちらか御希望のほうで対応しております。ただ、これ
につきましても、距離的な差はつけおりません。これについて、距離的な差の中で御不満
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があるという話も実は聞いておりません。実際には今７人ぐらいが対象になっておられる
んじゃないかなというふうにちょっと認識はしておりますけども。たしか１０人以下だっ
たというふうに思っておりますけども、実際には距離的なものでの御不便というふうな話
は聞いておりません。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）この自主返納制度というのは、１回きりの１万円というこ
とで、このタクシー助成とは十分制度が違うと自分は認識しとるわけでして、これから
先、返納したら恒久的に、タクシー助成が定着したら、来年を再来年もこのタクシー助成
によって自分の足が確保されるという、それは安心感を提供できる。だから、それと免許
証の自主返納を推進するという考え方、これは１回きりですので、これはやはり制度的に
は自分は違うと考えております。だけ、それがこれから先どういう形になって、高齢者の
方が、遠隔地の方が本当に安心して返納できるという環境をやはりこれから考えていく上
で、より一層このタクシー助成というのを中を工夫しながら推し進めていただきたいと思
いますが、どうでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）認知症の方とか免許返納の方については別に年齢はございません
ので、６５歳の方でもたしか該当になれば、返納されれば出しております。ですから、こ
れについて恒久的なことを言われると、ちょっと私もずっといつまでもおるかどうかわか
りませんので、言えませんけども。ぜひとも次の方がもし出られても、そういう制度につ
いては引き継いでいかないと、日南町のやはり交通体系というものについては守れないと
いうふうに思いますので、そういう場合があれば、ぜひとも引き継いでいきたいというふ
うに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）次に、２番目の質問に対して関連質問をさせていただきま
す。
　このタクシー助成ともある意味関連するわけですけど、ついの住みかとしての日南町と
いうことでうたっておられます。当然自分もそう思っております。やむなく町外のほうに
出られた方も、やはり田舎にもう一度帰りたいと言いながら、志がかなわずに都会のほう
で亡くなられた方をたくさん知っておるわけでありまして、そういった意味において、
今、農地を守る農業法人、それから営農組織、これは任意団体の営農組織であったり、そ
れから認定農業者、そういった方が大変孤軍奮闘しながらやっておられます。当然高齢に
よって農地がたくさん出てくるようになりまして、そういった意味で、ちょっと昨年から
の動きとして、農業法人が昨年、この１年間で設立した数と、それから今設立しようかと
いう動きのある組織、それからある程度形になりかけたなという営農組織、お互いがそう
いった組織的な取り組みが行われている団体は何団体ぐらいふえましたでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）農業法人として登記をされてという団体は、２８年度は１件
というぐあいに承知をしております。それから、集落営農とか地域の農地を基盤とした任
意団体の動きとしては、現在、法人化等を計画しとられるというぐあいに伺っているのは
１件か２件という状況でございます。以上です。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）今までこの農地維持に大いに、やはり農地が流動化するこ
とによって人格を持った組織でないと、なかなか受委託というか、農地の受け手になるこ
とができないわけでして、そういった形でやっていかないと、個人の経営ではある程度限
界もあろうと思いますし、大いにこの農業法人であったり集落の組織であったり、そうい
うのを充実させていく取り組みをお願いしたいと思いますけど。
　それから、あわせて１２月のあれにも言いまして、先ほど町長からも答弁の中でありま
したけど、やはりこの笠木営農組合という、自分が所属しております組織がいろいろ工夫
しながら一般社団法人という形をとってきて、今勉強しとるわけでして、これが十分先例
が大変少ない事例でありまして、自分たちで努力しながら、それなりの勉強をしながら、
積んでは崩し、積んでは崩し、ビルド・アンド何とかというような言葉じゃないですけ
ど……（「スクラップ・アンド・ビルド」と呼ぶ者あり）スクラップ・アンド・ビルドで
すか、なれない言葉を使って、ちょっと口がもつれましたが。そういう形でやってきて、
やはりこういった体制を町内に広げていかないと、農業法人の要件と一般社団法人の要件
というのは全然違うわけでありまして、一般社団法人の場合は非農家の方も参加できます
し、また町外の方も参加できます。それから、町外企業としても参加できます。そうした
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場合、その部落の中で可能性というのが莫大に広がってくるわけなんです。
　そして、当然農地だけでなしに、福祉であったり防災であったり、そういった面でも十
分対応できるわけなんです。だから、まめな会であったり、いきいき百歳体操であった
り、それがどういう状態、その件数が、いきいき百歳体操はふえてると、大変増加中であ
るということですけど、まめな会も、なかなかふえるわけじゃないですけど、いっときは
地域の方に投げ出すという方針も示されたわけですけど、やはりそれではやっていけない
ということで、例年どおりやっておられるわけですけど。やはりそういったこともこの一
般社団法人の中で取り組んでいくということ、取り組めるということ。それと、あわせて
農業法人、収益を目的とした組織であったり団体がより収益を上げることに集中できると
いうメリットがあるわけなんですけど、こういった取り組みについてどのようにお考えで
しょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）今、近藤議員が言われましたように、一般社団法人というのは、
さまざまなメリットがあるというふうに思っております。今、農業生産法人や担い手農家
さん等も頑張っていただいておりますけども、どちらかというと、そちらのほうは農地面
であったり、それから先ほどあった在宅介護、まめな会であるとか、そういうふうな在宅
介護も、なかなか高齢化の中でできにくい状況になっております。また、法人等の参入等
も考えていくと、一般社団法人というのも一つありなのかなというふうに思っておりま
す。できましたら新年度あたり、一般社団法人あたりの説明会みたいなことをやって、そ
れに取り組めるところは向かっていただくというふうなことも一つの方策なのかなという
ふうに思っております。以上です。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）こういった取り組みがなぜ自分たちが推奨するかというこ
と、要するに地域の中の特に弱者がいかに安心して、ついの住みかとしてこの笠木という
ものを選んでいただけるかということ。それをみんなで話し合って、そのためには、高齢
になって来年の耕作が不安になったときに誰に頼もうかといったときに、こういった形で
一般社団法人があったら、そこに頼む。今度は受け手としても、やはり耕作不利地のとこ
ろは収益性が低いわけですので、受けたくないわけなんです。全体は受けないけど、一部
の農地は受けると。ほんなら、残ったところは荒れてしまうと。荒れてしまったら、やは
り本来の里山としての機能、景観が落ちるということ。そこは一般社団法人でカバーして
耕作して、草刈りをして維持をしていこうと。そういう考え方でやってるわけでして、そ
れによって、年寄りの方がいきいき百歳体操に出るときに、若干公共交通もないわけです
し、誰だいもしてくれるもんがおらんということで出れないということをフォローする。
そういった事業も今後やりたいと思うし、だけ、そういった意味において、もっと積極的
な姿勢で、地域の方が望まれるなら推し進めるというような発想でなしに、こういうこと
が、こういう方法がより日南町のためには有効ではないかという信念のもとで推し進める
ことはできないわけでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ちょっと私もまだ不勉強で、先般も近藤議員さんは現場に行かれ
て見られてましたし、農林課のほうの職員も一緒についていって見たというふうに思って
おりますので、その辺も踏まえて、より前向きに進められると方法があれば考えてみたい
というふうに思っております。ぜひともまたいろいろな御指導をいただきたいと思ってお
ります。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）前向きな答弁をいただいてるわけですけど、実際１２月に
この場で質問させていただきまして、その後、自分たちも勉強して。だけ、先進地に行っ
たときに、やはりそこには福祉グループという、普通の農業グループ、作業グループ、加
工グループ、福祉グループというぐあいに、一つの一般社団法人の中に、そういったグル
ープ分けしております。農地に関しては核となる株式会社がありまして、これは農業法人
としてやっておりまして、だけ、自分たちも行ってびっくりしたのは、自分たちの理念と
同じ、マッチしとるわけです。
　ただ、よそのこういった組織が一般社団化できたところは、指導がＪＡであったり行政
が、官でやられたわけでして、やはりこういった笠木のように自分たちがもがいて、もが
いてやってきた事例は多分全国で初ではないかと思っとるわげす。この一般社団法人、地
域を一般社団化したのが自分たちのところで全国で４例目か５例目だったようですけど、
それはずっとＪＡとか行政が率先して中に入って、こういうものを立ち上げられてきて、
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町民に提案してやってこられたという事例なんです。だけ、そういった意味で、本町も、
そういった気持ちで取り組むということをお願いしたいが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ある面では、まちづくり協議会でもその辺まで進んでるようなと
ころもありますので、そこに対して具体的な設立の仕方とか要綱とか、そういうふうなも
のをお示しできれば、ある程度向かっていただけるところがあるのかなというふうに今思
いましたので、そういうふうなところもちょっと研究しながら進めてみたいと思います。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）ぜひ進めていただきたいと思います。こういう取り組みを
することによって、先ほど、先般、鳥大との連携の中で片野先生がウイークエンド・ファ
ーミングという名前で紹介されておりましたけど、町内出身の息子さんだったり親族の方
が週末には実家に帰って、自分の土地や家屋を管理、維持していく家庭は壊れない。当然
そういう方は、やはり田舎に愛着心があると思うわけです。ただ、それが自分の土地と家
屋だけの管理に終わっておるわけでして、こういった組織の取り組みをすることによっ
て、集落に対して愛着ができたり、それからまた集落に対しては、自分の強みであるいろ
んな技術であったり知識であったりを提供して、お互いに高めあったり、また地域の労働
力として期待したり、いろんな意味のつながりがあって、チャレンジをやっていく上にお
いて大いなる可能性を秘めている取り組みだと自分は自負しとるわけです。
　それからまた、こういったことによって町外の協力企業に参加してもらうことによっ
て、こっちの生産物をその企業によって加工してもらうとか、販売してもらうとか、いろ
んな取り組みのバリエーションがふえてくるように自分は考えてるわけです。ぜひこれは
どんどん進めていきたいと思いますけど。
　それともう一つ、１２月にも言いましたけど、この特定法人というもう一つ上のあれが
ありまして、前回も言いましたけど。この一般社団法人が特定法人になることによって、
一般社団法人でかかる税金が特定法人になることによって、かからないという要件がある
わけです。大変有利なこと。要するに今度は事業の展開が、いろんな事業ができるわけで
す。税金のかからない、一般社団法人で税金がかかる事業も特定法人になることによって
税金が節税できるわけなんです。それは税金を払わないことが自慢じゃないのかもしれま
せんけど、でも、節税ですのでね。これは払わなくてもいいという制度ですので、ぜひそ
れに乗りたいわけです。そのためには、いろんな要件があるわけですけど、一番自分たち
が期待してるのが、町が要するに、前回言いましたけど、議決権の過半を持ってもらえた
ら特定法人に無条件でなれますよということですけど、その辺の考えはどうでしょう。前
回から３カ月たっておりますけど。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）まだ３カ月で、勉強不足なんですけども、節税というのはいい考
えだと思いますし、特定法人というふうなものもあるというふうに思っておりますけど
も、やはり段階を踏んでいかないと、今言われる一般社団法人、そして次には特定法人を
目指すというふうな段階を踏まないと、なかなか一足飛びに特定法人でやって、結果的に
は何とか学園ではないですけども、そういうことにはならないようにしないといけないと
思いますので、一足飛びにはなかなか難しいんじゃないかなというふうに思っております
ので、ぜひとも頑張っていただいて、町としては支援をしたいというふうに思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）何とか学園は雑談だとは思って、正式な答弁とは受け取り
ませんけど、その段階というのが、だから一律にするでなしに、今、自分たちはここまで
来とるもんです。要するにはっきり言って、ちょっと一歩先を先んじてるという自負を持
っております。そこにこのモデルとしてでもいいです。トップでなくてもいいですので、
モデル地区としてこの特定法人を自分たちの地区でやって、それがよかったら広げるとい
う、そういった検証のやり方も十分あるんではないかと思うわけです。
　みんなと一緒に成長するという方法も当然それは結構ですけど、もう先んじてできた組
織がある場合、それをなるべく有効利用してほしいという気持ちがあるわけです。それを
もし町のほうでいいと感じたら広げる。もし悪いと思ったら撤退されたらいいわけなんで
すよ。これは出資金だい何だい要りませんので、議決権だけで結構です。加入金と議決権
だけでいいわけです。加入金は微々たるもんですので、はっきり言って。だけ、これは簡
単に入れますし、やめることも十分できますので、こういった形で、今できとる組織、地
域にもっともっと密着して、そのあり方を住民と一緒に考えていくという姿勢を持ってほ
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しいわけですけど、どうでしょう。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）私は、別に護送船団方式で誰もが一緒に一、二の三ということは
思っておりません。今言われますように、やれるとこだけどんどんやっていって、それが
見本になって次のところを目指していくと。よければ自分ところも目指そうというふうな
ことがあっていいというふうに思っておりますので、そのような機会なり、また御提案い
ただきましたら、十分検討していきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）前向きな答弁をいただきまして、大変ありがとうございま
す。これが農村、農業だけでなしに、本当に地域を守っていくのに自分たちもまだ手探り
で十分なものとは言えませんけど、でも、やはり先例などを見ますと、やはり同じ考え
で、同じ理念で、小異を捨てて、みんなで利益を共有しようという発想のもとなんです。
それは年寄りの方、それは農業だけでなしに、心の利益も含めて、お金の利益だけでなし
に、心の利益も含めて、やはりそれをみんなで共有しようという組織をつくっていこうと
いう理念のもとでやっとるわけでして、そういう意味からいって、ぜひ入っていただきた
いと思いますし、もしいいと感じたら、やはりこういう取り組みもあるよということは広
げていってもらいたいと思います。また、やがて自分たちの代表のほうからも要望書を出
してみたいということを言っておられました。その節には、ぜひ検討願いたいと思います
が、再度お願いします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）了解いたしました。
○議長（村上　正広君）８番、近藤仁志議員。
○議員（８番　近藤　仁志君）それともう一つ、同じことで、たびたびで申しわけないで
すが、このたびふるさと住民票とか、ふるさとＰＲ大使とか、各自治会とか、いろんなと
ころで取り組んでおられますけど、こういうことをすることによって、実際これ形だけの
もんですけど、ふるさと共同体というか、帰って、田舎は高齢化になって地域が回りませ
んので、こういった取り組みでどんどん考慮することによって地域型元気になるというこ
とも申し添えて、自分の質問を終わります。
○議長（村上　正広君）答弁はよろしいですか。
○議員（８番　近藤　仁志君）はい。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）先ほどの近藤議員の関連ですが、タクシー助成ということ
でお話がありました。私は、そのタクシー助成、公共交通の見直しということで、２年前
から山中専門監にお越しいただいて２年間、今回で帰られるわけですけども、せっかくこ
の２年間つくられてきた、それから地方創生の会議も、評価委員会とかやられておられま
す。やはりこれは大変横串の淘汰、関係部署を集めてやられました。そういった全体を俯
瞰しながらやっていく、４月の人事の内容は私は言えませんけども、言えないというより
も、そういう質問はできませんけども。ただ、やはりこれを生かしてもらいたい。平成
３２年度まで５年間の間、その辺のできればそういったところを俯瞰される責任者の所属
と役職程度は教えていただけましたら、というのは、やはりこういう方で、こういう、名
前は要りません。そういうことで結構でございますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）本人からは言いづらいというふうに思いますので。先般、運輸局
に行ってお礼を申し上げてきました。本当に真摯に５年間、夜も、本当に朝まで何回も徹
夜で計画もつくってくれましたし、非常に惜しいので、次の町長にぜひどうかというふう
な話もさせていただきましたら、本人は嫌だというふうに言いましたので、そしたら、
次、またもうちょっと、あと２年もというふうな話もしましたけども、家族がとても許さ
ないという話もありまして、これは半分冗談でありますけども。本人としては、中国地
方、特に山陰関係の交通関係には何らかの形で携わるというふうに言っておりますし、多
分リップサービスかもしれませんけども、月に２回ぐらいは日南町に来たいというふうに
言っておりますので、ぜひとも皆さん方もそのような認識でおっていただければというふ
うに思っております。（「町の体制は」と呼ぶ者あり）
　町の体制ですか。ごめんなさい。完全にそういうふうに思っておりましたので、申しわ
けございません。専門監にかわる体制はつくって、やはりしっかり、専門監の教えを受け
た人間もおりますので、そういう人間もしっかり残して、全く断絶がないようにやりたい
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と思っております。
○議長（村上　正広君）以上で近藤仁志議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は１０時２０分か
らといたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１０時０５分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午前１０時２０分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。
　引き続き一般質問を行います。
　１０番、久代安敏議員。タブレット２ページになります。
○議員（10番　久代　安敏君）私は日本共産党の議員として、当面する諸課題について執
行部の姿勢を問います。
　去る３月１１日は、東日本大震災から６年が経過いたしました。とりわけ福島原発の事
故による避難者が８万人にも及んでいる。また、多くの方々が仮設住宅あるいは全国で避
難生活を余儀なくされています。鳥取県中部地震を経験、あるいはその前には鳥取西部地
震を体験した私たち日南町民としても、心からお見舞い、お悔やみを改めて申し上げたい
と考えます。一日も早い復興を願わずにはいられません。
　さて、今、日本全国で市町村議会あるいは都道府県議会、そして通常国会が開かれて、
来年度予算などが審議されていますが、今、国会では、大阪の豊中市の国有地の払い下げ
の大疑獄事件とも言われる事件が発生して、あの学校法人森友学園が国有地を不当に払い
下げを受けたということが今、大問題になっています。あるまじきことではないでしょう
か。学校法人という本当に子供たちの教育を預かる法人があのような事態になっている。
私たちは、大人の責任、大人の教育の責任、大人の仕方、これがまるで子供たちに映って
いる、本当に嘆かわしい事件だと言わざるを得ないと思います。
　今、下では住民課の皆さんが所得税の確定申告の事務を、あした最終日ですけども、行
っておられますが、本当に納税者、特に国有地を、国民の財産を、私たちが一生懸命働い
て納める税金を扱う、そういう財務省あるいは国税庁、国税庁では直接ないわけですけど
も、財務省の理財局というところが国民に対する背信行為を行っていると言わざるを得な
い、そういう状況です。一日も早い真相解明を私たち納税者の一人として求めたいという
ふうに思います。
　また、先日、南スーダンの自衛隊によるＰＫＯの部隊の撤退が総理から表明されまし
た。私たちは、あの南スーダンの状況は、これも国会で審議されていますけども、本当に
国民に真実が伝えられない。この安保法制の中で何もかも隠そうとする、そういう政府に
対して心から憤りを感じています。
　さて、私は、今期定例会の一般質問で４本の質問をいたしたいと考えてます。
　まず、日南福祉会の介護職員の確保及び福祉会のこれからの経営についてです。
　日南町が１００％出資する社会福祉法人日南福祉会は、常態化している介護職員の不足
により、介護施設の閉鎖あるいは縮小が続いています。抜本的な対策が急務であると考え
ています。これは、その都度事あるごとに執行部にも申し上げておりますけども、改めて
どのように対処をされていこうとしているのか、喫緊の課題と考えてます。その方策につ
いて示していただきたいと思います。
　次に、日南病院の経営についてです。
　この点についても、さきの本会議での補正予算審議あるいは当初予算審議の中で日南病
院の経営問題についての、あるいは赤字の補填の仕方、一般財源からの繰り出しの仕方あ
るいは経常利益として積み立てておられる約１６億円の積立金の残高の処理をどうされる
のか。私は、やはり日南病院が全適になって、公営企業法を全部適用にかわってきた経過
の中から、利益剰余金を公会計上そこを充当していくという決算の仕方が当然であるとい
うふうに思います。
　もとよりこの日南病院が入院、外来ともに患者数が漸減しているというこの事実を私た
ちは冷厳に受けとめなければならないというふうに思います。いろいろその理由について
は、審査の中でも事業管理者及び事務部長が申されましたけども、本当に病院が地域の自
治体病院として将来ともに安心して診てもらえれる、そういう病院として存続していくた
めにも、今こそ抜本的な対策が必要ではないでしょうか。
　隣の日野病院は、非常に深刻な経営の中をしっかり立ち直って、人口は日南町より少な
い。江府町も一緒に事務組合をやっておられますけども、やはり今黒字になって健全な経
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営をやっておられます。全国には多くの自治体病院があって、４割近くの自治体病院が実
際には赤字経営を余儀なくされているという実態もありますが、やはり本当に抜本的な対
策を立てていっていただきたいというふうに思います。
　２８年度も赤字の見込みであって、特別交付税の算定基準の見直しもありました。しか
し、私は、政府がそういう仕方で特別交付税を稼働率に応じて配分するという算定の見直
しを行ったこともありますが、やはり根本的には病床数に見合った稼働率にしていくとい
うことが基本ではないかと考えています。この点について執行部の答弁を求めます。
　次に、農林業研修制度の充実により、本当に後継者をしっかり育成していくということ
について問います。
　平成２１年から始まった農林業研修制度は、ことし９年目を迎えます。これまで５０人
余りの人たちが研修生として研修をしてこられました。一部には定住ができなくて町外に
再び出ていかれた方もありますが、やはり私は、この研修制度というのは、既に町内に在
住していて、日南町の農林業を継いでいこうという人たちも含めて本当に大事な制度だ
と、次の世代の産業を担う人たちを育てていく制度だというふうに思ってます。Ｉターン
やＵターンを割と中心に、Ｕターンは日南町出身者ですからいいですけども、Ｉターンを
中心に見てきたような嫌いもあるけども、全体としてやっぱり後継者を育てていく制度と
して、より充実していく必要があるのではないかというふうに考えてます。
　ことしの施政方針で、町長も指導要領を改善するというふうな施政方針説明でも示され
ておりました。具体的にどのように改めていかれるのかという点。それから、農林業は、
安心・安全で安定的な生産をしていくことが基本であります。持続可能な経営で、次の世
代にしっかりと引き継ぐことが重要であります。そのためには、住民全体で育てていくと
いう視点での多様で多面的な教育あるいは実践が必要ではないかと考えます。また、研修
生を受け入れる個人や団体、これまでもいろんな方たちが、あるいは団体か受け入れて実
習の支援をしてこられました。この方たちにやっぱりしっかりとした支援が必要じゃない
かと。やっぱり教育には授業料が要ります。そのことを改めて申し上げたいというふうに
考えますが、どうでしょうか。
　最後に、学校給食の無償化ということで、これもちょうど昨年の３月定例会で私は一般
質問として取り上げました。というのも、昨年度から保育料の無償化を実施されるという
ことにつけて、子供の教育の支援、子育て支援、その一環として学校給食費も、いきなり
無償化でなくても、３分の１とか２分の１、そういうところから始められている自治体も
全国にたくさんあります。この点について日南町でも検討されてはどうかというふうに思
います。
　やはり学校給食というのは、小・中学校約２３０名ですか、新年度の児童生徒数がいる
わけですけども、食育という面あるいは地産地消、全面的に学校給食の現場で子供を育て
ていく、そういう観点からも、ぜひとも一歩でも二歩でも前進するような、そういう施策
をつくってほしいなという意味で、この提案をいたします。
　以上４点の質問を終わります。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）久代安敏議員の御質問にお答えいたします。
　日南福祉会の介護職員の確保についてでありますが、社会福祉法人日南福祉会において
は、日南町における介護保険サービスの多くを提供いただいている重要な事業所でありま
す。全国的にも課題となっておりますが、介護職員の確保が中山間地ではより困難な状況
であります。昨日の参議院のほうでも、公明党の議員さんだったと思いますけども、非常
に困難だと。いわゆる介護報酬を上げない限りは、なかなかこの辺のところは幾ら職員の
給料を上げたとしても経営体としての厳しさがあるので、介護報酬を上げるべきではない
かというふうな御質問も出ておりました。これはやはり全国的な問題だろうというふうに
思っております。
　振り返りまして、日南福祉会では、平成２８年度の退職者は有期雇用者を含め１４人の
見込みであり、総職員数は年度末で１７５人となるようであります。平成２６年度が
１９５人、平成２７年度が１８９人と減少しており、平成２９年度の採用予定者は、短時
間勤務者を含め５名と聞いておりますので、いずれにしても職員不足が継続するというふ
うに思っております。
　今現在、日南福祉会の職員の４０％は町外の出身者であります。リーダー的な年齢で頑
張っていただいてる職員の親族が高齢になった理由等で、出身地に帰られるといった事例
が多いというふうに聞いております。そこで、人材確保のため求人の継続、就職フェア等
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への積極的参加、給与等の見直し、研修の充実、事業所内保育所の開設等に取り組んでお
ります。給与面等待遇面におきましては、決して周辺の施設よりも悪くないと。むしろい
いというふうに認識をしております。
　町では、介護福祉人材育成奨学金制度を広くＰＲし、職員確保の支援を進めてきており
ます。具体的には、高等学校、介護福祉士養成学校等への訪問はもとより、中四国管内の
学校にも範囲を拡大して制度の案内を輸送するなど、引き続き周知に努めてまいりたいと
考えております。
　また、施設使用料相当額について、今年度から協定内容の長期的な見直しをして安定的
な協力をするとともに、日南町福祉会が目指している人材確保対策を支援してまいりたい
と考えております。具体的には、いわゆる今、奨学金をいただいとるわけですけども、こ
れについて平準化して長期化して低額化していくというふうなことを考えておりますが、
いずれにしても、この原因というのがやはり人材不足ということがあるわけです。片方で
幾ら減免しようと、人材不足が続くならば、今の日南町の施設について施設介護のニーズ
というのはやはりあるというふうに認識をしております。実際にも、また後で述べますけ
ども、日南病院の療養型は今満床というふうな状況でありますので、決してニーズがない
ということではないと。いわゆる介護の職員が少ないというふうなことがあるというふう
に思っております。
　日野高校でも、今回２９年度からカリキュラムの見直しがあって、介護のコースという
のも設けました。しかし、希望者が非常に少ないということで、あゆみの郷と日翔会ぐら
いしか研修はできないと。日南福祉会には来ませんかという話をしたんですけども、なか
なかそれだけの人材がいないというふうなことで、実際には介護職を希望するという人た
ちが少なくなってるという実態があります。介護という仕事のイメージアップにも努める
必要があると感じております。
　平成２８年度には、鳥取大学の地域支援事業を活用して、日南中学校生徒とともに認知
症について学ぶ機会を持っていただきましたが、若いときから学ぶ機会や触れ合う機会を
持つことは貴重な体験であると思っております。職場体験、これは日南中学校であります
けども、近年は介護施設を訪れる生徒が減少しているというふうに聞いております。より
積極的に体験をしていただきたいと願っております。
　介護の仕事は、かつては３Ｋ、きつい、汚い、給料が安いというふうに誤解をされてお
りましたが、しかし、介護職員の処遇改善に国を挙げて取り組んでおります。新たな３Ｋ
の認識を町民皆で広げていきたいというふうに思っております。新たな３Ｋとは、介護の
仕事は利用者の「希望」のＫをかなえる仕事であり、それによって利用者は「感動」のＫ
であり、「感謝される」のＫのお仕事であるという認識であります。
　日南福祉会におきましては、事業所の統廃合を工夫しながら住民サービスに支障を来さ
ないように努力をしております。町としても、先ほど申しましたように、人材育成と兼ね
ての負担の軽減というふうなことも一緒になって考えてまいりたいというふうに思ってお
ります。
　２番目に、日南病院の経営についての対策であります。
　御指摘のように、日南病院の利用患者数は年々漸減しております。これは、やはり久代
議員も言外におっしゃいましたけども、いわゆる人口というものを考えたときに、
８，０００人の人口の今の日南病院の形態から５，０００人を割った形態というふうなこ
とを考えると、ある程度のスケールダウンというのはやむを得ないというふうに思ってお
ります。しかし、やはり地域医療の火を決して消してはならないというふうに思っておる
ところであります。
　外来患者数については、外来診療日１日当たりで言いますと、平成９年度の２９３人を
ピークに、前年度は半数以下の１１４人となっており、本年度１月末では１１６人となっ
ております。入院患者数については、平成１２年に８９から９９床に増床して以来、平成
１４年の１日当たり８９人をピークとして、昨年度６７人までに減少し、本年度１月末で
は６１人となっております。また、本年度の一般病床の入院患者数の減少が大きくなって
おります。その結果、平成２８年度補正予算で約４，６００万円の赤字見込みの予算を計
上させていただいたところであります。
　最近の情報によりますと、療養型につきましては、先ほど申しましたように、今満床と
いうふうなことでありますし、実際入院患者数もベッド数も少し回復してきたというふう
に聞いておりますが、いずれにしても、やはりどこかでのスケールダウンというのは図ら
ないといけないというふうに思っておるところであります。
　日南病院は、長く多くの町民の皆様に御利用いただいて安定経営を続けてくることがで
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きましたが、医療環境の変化や患者数の減少、あわせて平成２８年度からの地方交付税制
度の見直しも重なって経営状況の悪化を招いており、今後も当分の間は厳しい状況が続く
ものと想定しております。今回の交付税の減というのは、いわゆる２割は自治体で持ちな
さいと。端的な話をしますと、２割持てないような自治体病院であれば廃止しなさいとい
うふうなことが、極論とすれば、そういうふうなことだろうというふうに思っておりま
す。地方紙におきましても病院数の大幅減ということを、全国の中でそういうふうな方向
もあっております。
　このような状況の中におきまして、引き続き病院としての医療サービスを安定的に提供
するために、第１に患者様の病気や生活の実態に即した形での対応など、医療の提供を基
本に経営努力を積み上げていきたいと考えておりますので、従来と同様に町民の皆様の御
理解と御支援をお願いするものでございます。
　第２には、長年にわたる黒字経営の結果として、バランスシートの中で多額の資金が積
み上がっております。この中の大きなものとしては、一般会計出資金を元手とする繰り入
れ資金約８億円、決算黒字の累計である未処分利益剰余金約１６億円があります。いわば
現在眠っているこうした病院資本をまずは有効に利用し、経営改善につなげていくことを
今後検討してまいりたいと思っております。
　平成２４年に地方公営企業の諸制度を見直すための地方公営企業法の一部改正があり、
資本の運用に関する自由度が高まっているところであります。資本等の額の変更は、年度
途中での実施は好ましくないとされておりますので、新年度中にも協議をしながら、平成
３０年度施策として成案を町議会に提案していきたいというふうに考えておりますので、
よろしく御理解をいただきたいと思っております。
　３番目に、農林業研修生の充実により後継者の育成についてであります。
　指導要領でありますけども、実際これまで指導要領といいますか、カリキュラムという
ものはございませんでした。普及所等と一緒になって年間のカリキュラムをしっかり出し
て、この時期にはこういうことをするんだというふうなことをしっかり提示をして、特に
普及所、そして農家、そしてエナジー等も含めて論議をしてまいりたいというふうに思っ
ておりますし、既に９年目を迎えておりますが、農林業の研修生のＯＢ等にも協力をいた
だいてるところであります。
　まずは研修の目標、方針、研修体系などをまとめた年間の研修計画を今回新たに策定い
たしました。この計画書を年度初めのオリエンテーションで研修生に周知し、研修の目的
や流れ、就農までのスケジュールなどを研修生には自覚を持って研修に取り組んでいただ
きたいと思っております。また、この計画書をエナジーだけではなく、さまざまな関係機
関が共有し、共通の認識を持って研修生の指導に当たりたいと思っております。このほか
に、年間の研修内容をまとめた基本カリキュラムを作成し、このカリキュラムに沿って毎
月の研修スケジュール、これは大まかな年のスケジュールですけども、月別のスケジュー
ルも作成し、進捗状況や作業状況にあわせた計画性のある内容で取り組んでまいりたいと
思っております。
　研修の進捗管理については、年に数回関係機関で集まり、進捗確認や今後の方向性につ
いて、その都度情報共有をしながら総合的な支援ができる体制を構築していきたいという
ふうに思っております。現在もやっておりますが、いわゆる次年度に向けた方向というの
が主でありますので、それよりも中間の研修状況というものも確認しながら進めてまいり
たいというふうに思っております。
　また、この指導を住民全体で育てるという視点での必要性ということでありますが、研
修生は、それぞれの目的に沿って研修活動に取り組むわけであります。彼らにとっては、
短い時間であっても充実した時間を過ごさせてやりたいというふうに考えておりますの
で、優秀な農家の御指導をお願いをしたいと考えています。その中で、農業の基礎的な技
術習得や知識は確かに重要なことではありますが、地域で農業を営み、暮らすには、もっ
と大切なことがあります。
　それは万物皆師なりの言葉です。すなわち農家の経験に基づくその地域ならではの知恵
や技術、学びとは全てのものから学ぶ、みんなが先生であるという考え方であります。地
域の皆さんの直接的な御支援や、陰ながら支えていただくことで、しっかりとした農業者
に育っていくと考えております。研修生にも、謙虚な心で地域の皆さんから指導を受ける
ようにと指導してまいります。
　続いて、指導の報酬をということでありますが、現在の制度の中で協力者謝金という形
をとらせていただいております。今回の研修内容の改善によって、一部農家への長期間の
受け入れをお願いするケースがふえてくるというふうに思っております。これからお世話
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になってくる皆さんに十分とは言えないかもしれませんが、そのような謝礼を出していく
ことも考えていきたいというふうに思っております。
　以上、久代安敏議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
　学校給食費の無償化については日南町で行うことについては教育長から答弁をさせます
が、これまで日南町保育園でアンケートをとらせていただきました。昨年、無償化にした
ことによってアンケートをとらせていただきましたが、その余白には、どの方もほとんど
方が無償になってうれしいと。だけども、保育料だけは払わせてほしいという言葉が数多
く見られました。非常に私ども、うれしく思いました。そのような保護者からは立派なお
子さんが育つというふうに私は認識をしております。決して日南町の子育て支援はおくれ
ていないというふうに思っております。ただ、やはり保護者の方々も、できる限りの力の
中でお子さんを育てていただくという意識を持っていただいているというふうに私は認識
をしております。
　この後は教育長から答弁させますので、よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）丸山教育長。
○教育長（丸山　　悟君）久代安敏議員の御質問にお答えをいたしたいと思います。
　まずは、学校給食の無償化についてでありますけども、十分に御承知だと思いますけど
も、学校給食法においては、学校給食の実施に必要な施設・設備に要する経費、学校給食
の運営に要する経費は学校設置者の負担、その他の学校給食に必要な経費については保護
者の負担とするということにされています。
　日南町におきましても、給食センターの設置・設備の管理、給食の調理・運搬等に要す
る経費は日南町が負担しております。食材の購入代金を給食費として保護者の皆さんに負
担していただいておるところであります。また、経済的にお困りの家庭に対しましては、
給食費の助成を行っているのが現状であります。食を通して教育するという学校給食の教
育目標を達成すること、また保護者の経済的な負担軽減により子育て支援を充実すること
等、さまざまな観点から議論していく必要があると考えております。
　教育委員会の委員の会議や学校給食会の保護者の会でありますけども、の中で協議をし
ておるところでありますけども、現時点では食材の購入費、給食費を保護者の皆さんに負
担していただくことが適当であるというふうに教育委員会としては考えております。今後
も、社会情勢を見ながら、また機会あるごとに引き続き議論をしていきたいと思っており
ます。御理解をいただきたいと思います。
　以上、久代安敏議員の質問に対する答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたし
ます。
○議長（村上　正広君）再質問がありますか。
　１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）まず最初に、日南福祉会のことについて再質問をいたしま
す。
　まず冒頭に、町長は、昨年の日南福祉会の決算で具体的な金額、５００万円ぐらいの何
かそういう、要するに２，７００万円余りの福祉会の施設の負担金ですよね、利用料負担
金、指定管理の。それを未払い金として福祉会が計上したがために、実際には介護事業部
門は赤字だったんです、決算書をかつて確認しました。それによって社会福祉法人の法人
税を、はっきり申し上げられませんが、数百万単位のお金を払ったんだという。それなら
ば、ぎりぎりプラマイ・ゼロになる程度の決算をしていただければ、そういう法人税は払
わなくて済んだじゃないかという趣旨の発言をされてきました。
　これは私も福祉会の事務方の方に確認をしましたけども、要は収益的事業があるんだ
と。日南病院の院外薬局の土地は法的に日南病院が同敷地内に持てないということから、
日南福祉会が所有してるわけだけど、そういう家賃収入ですよね、借地収入。それと、か
すみ荘の居住部分の決算の関係で万やむを得ん、１６万ほど、私も帳簿を見ましたけど
も、法人税を払っておられます。この事実をやっぱり確認しておかないと、いつまでも誤
解があると。ことし、２８年度もとりあえず福祉会の利用料については延納措置、繰り延
べ措置ということで、さっきの補正予算も議決しましたが、これによっても非常に決算の
状況が厳しい中ですが、同じことじゃないかなということで、数字についてやっぱり確認
をしておきたいというふうに思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）久代議員のおっしゃるとおりでして、ちょっと私の言い方がまず
かったんですけども、昨年、支払い猶予とした金額が２，７９５万３，８８５円でありま
した。いわゆる事業収益の収支差額は６２６万６，９８６円でありました。ただ、これは
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収益的収支でないものも含んでおります。収益的収支としましては、かすみ荘の居住部分
の委託事業部分と土地賃貸事業、先ほど言われた日南薬局に貸しておられるところ、その
部分が課税対象となっております。その金額が１３万８，３００円ということであります
ので、その分が余分に払わなくてもよかったというふうな部分でありますので、ことしも
その辺は計算しながら、できれば連携をとりながら少しでも節税をしてと思っておりま
す。
　それと、先ほど繰り返しになりますが、考え方としては、将来的には、今繰り延べをし
ておりますけども、繰り延べではなくて、いわゆる薄く長く、こんなことを言ったら失礼
ですけども、福祉が１００年もつというふうな想定ではないわけですけども、仮に言う
と、５０年なら５０年の償還で薄くして、その分負担金を減らしていくというふうな方法
がいいのではないかなというふうに思っております。
　ただ、一般質問の繰り返しになりますが、一番の元凶というのは、根本的には職員不足
ということが生じてるわけですので、それとあわせて考えないと、償還は遠慮するけど
も、職員不足が続くということになると、限りなく償還金が未納なり、限りなく累積赤字
が続くということになったときにはやはり困りますので、町も一緒になって、とにかく何
が何でも職員不足を補わないといけない状態になっておるという認識を持っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）それで、この支払い方法ですよね。それはこれからいろい
ろ相談をされるとは思いますが、とりあえず平成２９年度の当初予算で２，７９５万
３，０００円というのを上げておられます、施設の利用料として。これは明らかに例えば
おおくさ荘の閉鎖問題、これ２年目ですけども、今２年続いておりますけども。それか
ら、グループホームあさひの郷がツーユニットあるのにワンユニット９床の利用だと。福
祉会に過日１月１０日にお聞きしたところによると、あさひの郷も入居者を特老あるいは
町内のほかの施設に移動してもらって、要するに原因は介護士が不足しているからです。
なるべく、言えば事業所の数を減らして、ダウンサイジングしながら少ない介護職員の中
で対応していきたいというふうなこともおっしゃってました。
　とすれば、やっぱり新年度の早い時期に施設の利用料などについて、きっちりとした方
針を示される必要があるというふうに思うんです。２年続いたわけです、結果的には、こ
の利用料の問題も。ですから、これについての、明らかに施設を閉鎖するところについて
は町が直接管理するということで、負担を求めないのが当然でもあるし、このあたりにつ
いてどのような福祉会との協議を行っていく考えなのか。今明らかにできる点について述
べていただきたいというふうに思います。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）あと１番議員さんでも同じような質問が出ておりますので、この
場でお答えさせていただきますけども。今、久代議員の言われたとおりであります。た
だ、私ども、負担金を軽減をするというふうなことで、別にそれはやぶさかではないで
す。確かに福祉の組織としての大事なものがあります。しかし、それは、仮に言うと、一
つの例として、その負担金を軽減をしたものを職員給与に充てるならば、職員確保はでき
ないのかと。そして、今先ほど申しますように、施設介護ニーズはあるわけです。
　国は在宅介護、在宅介護というふうに言っておりますけども、じゃあ帰ったときに、お
ばあさん１人だったり高齢者だけの世帯もたくさんあるわけです。そういうときに在宅介
護という言葉を安易に使っていいのか。それから地域包括ケアという言葉を、確かにこれ
は私の私論でありますけども、国はそういうふうに言っておりますけども、じゃあ本当に
いつまでも日南町の中で地域包括ケアができるだけの地域の余力があるのかというふうな
話をしたときには、やはり施設介護というのも大きなものだというふうに思っておりま
す。
　そういう中で、仮に減免をしたりするのであれば、その部分を例えば職員さんの給与に
上乗せをしていって職員確保が図られないのかと。そういうふうな選択も含めて考えてい
かないと、２つ分けて考えると非常に危険だというふうに思っておりますので、方向とし
ては、そのようなことを今、福祉会とも考えておるところであります。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）２つ大きな原因があると思うんです。まず１つは、国の介
護保険制度が私からいうと改悪、改悪されてきて、例えば昨年度ですね、２年目でしたか
ら。要支援１・２の人が総合支援事業に移行して、介護保険から外された。それによって
介護報酬が、実際に福祉会がやっておられる総合支援事業もやっぱり報酬そのものが下が
るわけで、幾ら要支援１・２の人を１人の人が一生懸命介護しても報酬が下がるという、
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これ根本的な国の制度の変更があって、しかも介護報酬そのものが、例えば事務職員なん
かには引き上げの対象にならないとか、いろんな矛盾が出てきている点が１点。
　それと、これも国の全国的な介護職員の不足で、やっぱり小さな社会福祉法人が経営し
とるところがこの間潰れてきている。そういう状況があるんでね。やっぱりまず国がきっ
ちり本当に介護現場がうまく回るような制度にしていく。これこそまさに１億、１億とい
う言葉は私、好きではないですけども、本当に国民みんなが活躍できる場をつくっていく
一つの大きな手法であるにもかかわらず、現実にはこういう介護とか医療、そして都会で
は保育の現場でやっぱり職員が不足して、事業所が閉鎖を余儀なくされる、あるいは経営
困難に陥ると、そういう状況があると思うんです。
　あともう１点は、私は、町にできることは本当に地域全体で、町全体で支えていくと。
特に生命、身体、本当に皆さん、いわゆる製造業の現場と違って、人対人のマンパワーが
全てのような仕事です。そういう現場が本当に、今、町長言われたように、介護ニーズは
あると、施設の要求もあると。確かに待機者もずっとおられます。特養にしてもグループ
ホームにしても、やっぱり待機者はいるんですよ。そういう待機者を、介護あって保険な
しということにならないように、いつでもやっぱり入所できるような仕組みをつくってい
くためには、町も独自に本当に支援していく。
　国の制度が悪いから、こういうことにはなっていると。それは確かにあります。だけど
も、町として、本当に高齢者５０％の町で何とか支えていこうということは、やっぱり町
の財政的な支援もしていかなければいけないと思うんです。その一つがやっぱり利用料の
負担をどうするのかということを具体的に詰めていく。ですから、人件費に補填していっ
てもらえるのかとか、介護施設をやっぱりきっちり確保していくためにお金を使ってい
く。そういう手法をより深めていただきたいというふうに思うんですけども、どうでしょ
うか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）国の制度は国の制度として、日南町というのは残るわけでありま
す。そして、日南福祉会、そして次の日南病院も同じでありますけども、医療・福祉とい
うのは大事な住民にとってのたいまつみたいなものだというふうに私は思っております。
当然違法なことはできないわけでありますけども、できる限りのことをしながら、その２
つ、他のこともあるわけでありますけども、守っていきたいというふうに思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）この問題は、あと１点お聞きしておきます。いろいろ福祉
会と話をされてるということです。具体的にいつを期限に話をしていかれるのかというこ
とも含めて、施設の閉鎖のこともありますので、示していただきたいと思います。予算審
査の関係もありますし、しっかり明らかにしていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）福祉会との関係ですけれども、基本的には２月にも一緒にお話
を聞かせていただいたという経過もありまして、いわゆる決算見込み等も含めて、そうい
った流れの中で、福祉会とは綿密な協議等を重ねております。
　１点は、町長も申し上げましたけれども、償還についてのあり方の考え方についても、
できるだけ早い形の中で結論を導いていきたいというふうに思っておりますし、また話で
はありませんでしたが、昨年度の未収金の計上のあり方についても、再度再検討の形で、
いわゆる計画数値を見直すことによって未収金に未計上にならないかということも含めて
福祉会には投げかけて、会計の専門屋さんとの話もしていただくということを前提に話を
しておりますので、結果はちょっとどういう形になるかは別として、そういう交渉という
か、相談に対しての話を進めております。いずれにしても、償還計画等につきましては、
新年度に入って早期の中で結論を導いていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）一日も早い協議を進めていただきたいということで、次の
日南病院のことについて質問をいたします。
　日南病院は、例えば病床の稼働率によって交付税の算定基準額が変わったということで
す。一般会計からの繰り入れによって決算の赤字を少なくするという手法ですね。これも
補正予算や予算審査の中でも意見が出ておりましたけども、例えば新年度も３億
２，２５３万４，０００円です。対前年比２，２０６万９，０００円、繰入金が増額され
ています。ただし、当初予算の入院、外来とも２８年度の決算から見れば、一生懸命努力
されても非常に計画達成が難しいじゃないかと私は予測してます、はっきり言って。そう
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いう中で、仮に２９年度の決算で赤字が出れば、その利益剰余金を取り崩して決算を行う
と。これが公会計の筋ではないかというふうに思うんですけども。赤字になったから、赤
字の部分の幾らかでも一般会計から繰り入れてくださいという決算前の手法はないだろう
というふうに私は考えますけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）２９年度予算を承認いただいた上には、その上で赤字
になったときには、議員おっしゃるように、未処分利益剰余金を充当して決算処理をする
という手続になろうかと思います。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）それでは、確認しておきますけども、２８年度に行われた
手法は、当初予算の段階から稼働率に応じて算定基準が変わったということを念頭に当初
予算も組まれているわけです。その結果として、一生懸命頑張ったけども赤字だという場
合には、今おっしゃったことだということを最終的な確認をしておかないと、やっぱり利
益剰余金の意味について、どのような使途がじゃあ正しいのか。長年ずっと黒字で頑張っ
てこられました。それはわかりますけども、黒字のときはいいけども、やっぱり赤字にな
った場合には、そこから補填していくというのが公会計上の原点だと思いますので、基本
です。この点、改めてほんなら確認しておきますので、よろしくお願いします。
○議長（村上　正広君）中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）当初予算を編成する上では、見通しの立たない予算は
最大限避けたいということで、今の病院の財務システムの中で、現在の現行の資本額を有
効活用して、当面といいますか、当初予算は基本は現行予算で向かっていくという病院財
務の運用の仕方を目指していきたいと思います。その運用においては、また今後詰めてい
きたいと思いますが、一定のルール化等が必要だろうと思います。その上で、結果的に当
年度赤字になった場合には、それは未処分利益剰余金で決算処理をしていくということに
なろうかというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）その未処分利益剰余金で処理していくという基本を私は確
認したというふうに思いますので、よろしくお願いします。
　それと、やはり外来より入院の稼働率が非常に特に前年は下がったということで、いろ
んなことをその理由は言われましたけども、本当に病院として、これだけ言っても
５，０００人近い人口がある中で、もちろん周辺の自治体からも患者が見えられることも
あると思いますけども、抜本的な経営戦略を、何かつぼがあれば示していただきたいな
と。つまりこのままではやっぱり漸減するんじゃないかというふうに思うんですよ、患者
数も。その対策をやっぱりぴちっとしたものを示されないと悪循環になるのではないかな
というふうに非常に私、危惧してます。本当に困ったときには日南病院にという、そこを
示していただきたいなというふうに思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）中曽病院事業管理者。
○病院事業管理者（中曽　森政君）冒頭の答弁の中で町長のほうが、人口が８，０００人
から５，０００人前後になる中で、スケールダウンもいずれはやむなしというようなお話
をされたと思います。現時点で具体的な方向性というのは、ちょっとまだお話しできる状
況ではないんですが、若干お話が戻りますが、基本的なことを説明させていただきたいと
思います。
　議会のほうにも、以前療養病床転換の課題の報告をさせていただきました。現行制度で
は、２９年度末で療養病床は廃止になるという説明です。現在、これが法改正案、介護保
険法との改正法案が現在の通常国会に出ておりまして、これにかわる施設として介護医療
院を設置するという法改正案が国会で審議中でございます。そのこととあわせて、現行の
介護療養型医療施設は、さらに６年間経過措置で残るという法案でございます。
　具体的な今後の抜本的な対応ということですが、まだ現段階で説明を私のほうからでき
ないんですが、いずれにしても、ただ、そういった状況の中で、町長の冒頭の発言の趣旨
も踏まえて、いつまでもずるずる現行の介護療養型施設を継続するのはどうかという議論
も内部的にはしております。したがって、そうすると、新たな選択肢とすれば、新しい制
度であったり、あるいは従来の老健施設であったりということも、いろんなことを検討し
ております。抜本的な日南町の実情に合った形というのを今後は検討していきたいという
ふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）その抜本的な検討もやっぱり早急に、いろいろな検討の組
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織もあるわけですから、してほしいと思うし、私は、具体的には例えば総合健診とかあり
ますよね、今、県の保健センターの外郭団体に事業委託していますけども。ああいうの、
やっぱり初期の健診が結果として、じゃあ日南病院で外来を受けてくださいということに
つながって、せっかくそういう住民健診の制度がありながら、それが十分生かされてない
じゃないか。日南病院で町内、先ほどの日南福祉会なんかでも１８０人からの職員もおら
れるし、町内の事業所及び住民の健診をまずは取り組んでいったらどうかというふうに具
体的にその対策として提案したいと思うんですけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）古井病院事務部長。
○病院事務部長（古井　　聡君）住民健診の受託はどうかということでございますが、そ
の点は今検討中でございます。健診事業をかなり保健事業団とやっておられますけども、
かなりの人手がかかるというふうに認識しております。そのためには、まずその分の人員
の確保、そういったものがございますので、そういったものも含めて検討していくという
ふうに考えております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）病院の問題は、これからもまた新年度に向けていろいろ皆
さんから意見も出てくると思いますので、議会としても本当に皆さん、自治体病院として
支えれる病院として、しっかり頑張っていっていただきたいという意見を申し上げて、質
問を終わります。
　次、時間が少なくなってきましたので、この農林業研修制度のことについてです。
　具体的に今年度から研修内容も変えていくということですが、全国的に研修制度も受け
入れています。やっぱり本当に受け入れた研修生は、日南町でしっかり育てるんだという
ことが必要だと思うんです。地元で生まれ育った人ももちろん研修生の対象ですけども、
本当の意味でしっかり育てていく。それは日南町全体で、この町で勉強してよかったなと
いうことを行政が、実際はエナジーにちなんというところに出しているわけだけども、ま
たエナジーにちなんという事業所に対しても、しっかりと責任を持って指導していく。町
が直接、実際には町長が理事長ですので、いろいろ指導されてはいると思いますが、もっ
と本当の意味で育てる対策が必要だと思うんです。その点について、現場の農業者あるい
は林業なら林業者、団体に直接出向いて、座学とあわせて実践をしっかり学んでいく。そ
して、そこで学んだ研修先の人たちとも、やっぱりしっかりと林業あるいは農業につい
て、全面的に学んでいくというふうな仕組みをもっと強く進めてほしいというふうに思う
んですけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）特に農業については、指導力不足というのがあったというふうに
思っております。実際問題、役場の職員を考えても、農林課の職員を考えても、実際農業
をやってる人間が何人いるのかというと、本当に数が少ない。そういう中で、果たして本
当に指導ができるのかというふうな話をしたときには、一般的な経営指導とか、そういう
指導はできても、技術的な例えばトマトの誘引の仕方とか施肥の仕方、農薬の散布とか、
なかなかできない部分があったというふうに思っております。
　４月以降は、いわゆる前にもちょっとちらっと申しましたけども、これまでおられた方
が力不足ということは言えませんけども、より力のある日南普及所におられたり試験場に
おられたり、それで、これまでもずっと普及員をされてた方あたりがある程度寄り添いな
がら、先ほど言われる農家の指導も含めて、農家の御指導もいただきながら、しっかり進
めていきたいというふうに思っております。
　また、林業について言いますと、今、農の雇用と緑の雇用というのがあるのを御存じだ
と思いますけども、林業については、また別な雇用もございまして、いわゆるこれまで
は、私ども今進めておりますは、エナジーで採用するというよりも、例えば農業生産法人
とか、それから林業経営体で面接をして採用していただいて、その方を一緒になった、例
えば林業生産法人であれば、高性能機械をじゃあおまえ使わせちゃるわというのは、なか
なか怖いといいますか、部分もありますので、そういうときにはエナジーのほうに集まっ
ていただいて、指導員を置いて、県なりの指導を受けながら、一緒になって研修を受けて
免許をとっていただくというふうに変えていきたいというふうに思っておりますので、率
先してエナジーで、林業がしたい、農業がしたいというふうなイメージ的な部分の方も
時々おられますので、そういうふうな方よりも、やはり先ほど久代議員がおっしゃるよう
に、ここで何とかしてやるんだと、石にかじりついてでもやるんだというふうな方をぜひ
とも研修先として御協力をしていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
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○議員（10番　久代　安敏君）新年度は農業研修生が２名と林業が１名ということで今は
話を聞いてます。特に私、例えば林業は、この間いろいろ補助金もあったりして大きく展
望を持たれています。雇用の拡大ということから考えて、例えば今年度も主伐や間伐、新
植も予算を町有林については立てておられますけども、全体として、もう１０万立米出荷
をふやそうという計画もあるんですよね。そうしたときには、新植の循環を考えると、最
低１００人は雇用が必要だというふうに私は思ってます。主伐したら再造林が何割かはし
なければならない。
　そういう意味でいけば、やっぱり今、町長がおっしゃったように、直接森林組合とか、
いろんな木材生産組合がありますよね。優秀な事業者の方が皆さん一生懸命やっておられ
ます。そういうところに今の研修生制度を使いながら、やっぱり体で覚えると。農業も林
業も座学は、理論はもちろんですけども、まずはやっぱり体で１年間の仕事を覚えるとい
うのが本当に必要なことじゃないかなというふうに思うんです。そういう現場に直接行っ
てもらって、しかも研修生としての研修の手当ももらいながら、現場でたたき上げてもら
うと。そういう仕組みにしていったほうがもっと何か広がりも出てくるんじゃないかなと
いう、研修生自体の暮らしの中にもというふうにも思うんですけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ある地方紙では、何か林業に傾注している増原町長といった言葉
が出ましたので、相当そういうふうに見られてるのかなと思って山陰中央を読んだ次第な
んですけども。今、きのうも、ちょっとある税理士さんに日南町の林業の状況も、企業体
の状況を聞きましたら、すごいですよということを聞きました。すごいですよというの
は、非常に利益が上がっているという意味であります。全体的に……（発言する者あり）
いやいや、税理士さんですので、確定申告の中で、そういう結構たくさんの方が多額の納
税をされてるということで、いいことだろうというふうに思っております。
　そういう中で、今は御承知のとおり、東京オリンピック・パラリンピックでも日本の木
材を使いたいというふうなことがありますし、ＦＳＣという日南町ではありますし、県内
ではジャスラックというのがあります。兵庫県や京都府では、林業大学校というのを設け
られておりまして、１年から２年の研修でほとんどの方が林業経営体に１００％就職され
とるという状況があっております。日南町でも、そういうふうなことができないかという
今模索をしておりまして、またそういう制度が認められれば、ぜひとも日南町で、農業も
大切でありますけども、とりあえず今は林業というふうなものもあります。
　それと、町有林の中で非常に密植をして、出立山等で、もうどうしようもない山があり
ます。そういうふうなところは全伐をして、例えば研修生に全伐していただいて、その収
入は研修生に差し上げてもいいと思うんですね。自伐型の林業を目指すというふうなこと
まで含めて、やはりそういうふうな魅力がないと、なかなか日南町にじゃあ農業をしにこ
よう、林業しにこようという方はいませんので、例えば我々が昔からやっておったよう
に、今は冬でも林業が大分できるようになってまいりました。したがいまして、農プラス
林でもいいと思うんですね。農プラスアルファというふうなこと、Ｘということで、やは
りそういうふうなことも考えながら農林業の研修生制度をより進めてまいりたいというふ
うに思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）ということで、じゃあ研修生を受け入れる個人や団体が一
定のきちっとした謝金を払って、それだけ手をとられるわけですから、指導に当たって
は。それについては具体的に、これまではこのぐらい支払っていたけども、これからはこ
ういう組み立てをしてみたいとかいうふうな具体的な計画がありますか。あれば教えてく
ださい。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）仮に林業大学校ということになりますと、多分授業料をいただか
ないといけないというふうに思っております。ですから、今の研修費プラス例えば先ほど
申しました新規林業の就農支援金というのがたしか制度がありますので、そういうものを
活用すれば、ある程度できるのかなと。
　それともう一つは、農業でいいますと、やはりいわゆるトマトであれば、例えば収穫期
あたりになると、これまではお金を払っちゃいけないというふうな制度もあったわけであ
ります、立場上。ですから、そういうふうなものも解除して、やはりしっかりお金をもう
ける喜び、収穫する喜びをしないと、ただ単に人のお手伝いをしてトマトがどうだという
ふうな話だけではなくて、お金を払っていただけるところではしっかり払っていただけれ
るような制度も考えてみたいというふうに思っております。
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○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）研修生とちょうど昨年のきょう、実際に研修に来られた方
と経済の常任委員会とも意見交換をしました。その中で、農プラスＸだと、やっぱり経済
的にも冬場の仕事がきっちり確保されないと年間総所得が、暮らしていくのに不安がある
というお話もありました。やはりそのことも研修生に初めから、計画でこれだけ反別つく
ったら、トマトはこれだけ売り上げがありますよ、やれますよというようなふうに受け取
られないように、いや、現実には本当は厳しいんだよということをやっぱりリアルに伝え
ないと、折れる人もいるですよ、途中で。ですから、やっぱり本当に日南町の置かれた農
家の実態を、確かに一部成功されている人はあっても、ごく少数ですから。全体としては
こうなんだようということもやっぱりしっかり伝えていきながら、指導も進めていってほ
しいというふうに思うんですけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○議員（10番　久代　安敏君）青葉課長って言ったが。
○町長（増原　　聡君）青葉課長に言わせるのも酷です。済みません。そういうふうなと
ころは、青葉課長も当然引き継ぐか、自分でやっていただくかわかりませんけども、しっ
かりやっていきたいと思いますので、頑張ってやっていきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）最後に、学校給食の無償化の提案についての答弁を受けて
の再質問をします。
　たまたま町のこの保育料の無償化アンケートを議会としてもいただきました、アンケー
トの数字を。これを見ると、保育料無償化について大変ありがたく子育て支援に有効なの
で、今のまま継続してほしいという方が圧倒的でした。８６％です。ということは、これ
までは１万から３万円ぐらい所得割で払ってたけども、非常にそういう面では経済的な助
けにもなるし、その分ほかに有効利用したいということも含めてあったと思うんです。
　私は、学校給食の無償化、全国の市町村数のことも申し上げましたけども、これも、や
っぱり全額でなくても第１段階、先ほども言いましたけども、１割とか半額とかいう方向
も考えていかれるのは、やっぱりそういう意味では子育て支援、教育の支援につながって
いくと思うんですけども、なかなか食べ物、学校給食まで公費で見るのかというふうな、
確かにそういう意見もあります。だけども、それも支援の一つじゃないかというふうに私
は思っているんで、この間、全国的にやっぱり広がってるんですよ。やっぱり子育て支援
策は何を一番優先すべきかと。保育料の無償化も国や県が率先しておくればせながらもや
り始めたので、給食についてもやっぱり保護者の皆さんと、あるいは学校現場の方、教育
委員会でよく議論されて、どういう方法があるのか、先進地、実際に無償化しているとこ
なども視察をされるなどして、教育的な効果はどうなのかということも含めて検討してほ
しいというふうに思うんですけども、再度教育長の答弁をお願いします。
○議長（村上　正広君）丸山教育長。
○教育長（丸山　　悟君）提案として、本当にありがとうございます。これまでも先ほど
言ったとおり、去年のこの御質問がありまして、あと教育委員会なり、それから保護者の
皆さんと話をしていきました。先ほど町長のほうも申し上げたところが同じことだと思い
ます。保護者の方あたりについても応分の負担はしていきたいという考え方でありますの
で、それを１年間踏襲したわけであります。これが先ほどおっしゃるように、いろいろな
ところで話をしながら、無償化、どのぐらいの無償化ということも含めたところで声が大
きくなってきましたら、議会の皆さん、そして町財政のほうにまた相談をしていきたいと
思いますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。
○議長（村上　正広君）１０番、久代安敏議員。
○議員（10番　久代　安敏君）残り時間は、一般質問を通じて感じたことを述べさせてい
ただきます。
　地方創生と言いながら、本当に地方は深刻なんです。町長は頑張っておられるけども、
なかなかそうはいっても緩やかな人口減少は５０年続くと言われております。人の奪い合
い、要するに日本全体の中で人をいろんな自治体がいろんな形で、いわばいろんな政策で
奪い合いは続いているけども、絶対的な人口減少は５０年続くと科学的にも分析されてい
ます。そういう中で、小さくても安心して暮らせる、町長も施政方針で言っておられまし
たけども、眠れない夜が続かないような、町長の施政方針にあったけども、我々もやっぱ
り本当に皆さんのきめ細かい意見を聞きながら、何とかこの地方を再生していく、そのこ
とが我々議会にも執行部にも求められているんじゃないかというふうに思いますので、よ
り政策論議をこれからも進めていきたいというふうに意見を申し上げて、私の質問を終わ
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ります。
○議長（村上　正広君）答弁はよろしいですか。
○議員（10番　久代　安敏君）はい。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　４番、古都勝人君。
○議員（４番　古都　勝人君）同僚議員の一般質問の中に、今回、農林業研修生の指導要
領を改善するという話で、研修の進捗確認や総合的な支援体制を整備するという話が今な
されました。私はかねてから考えておりましたけども、例えば農林業なんでしょうけど
も、もっと品目ですね、具体的な、例えばお隣の日野町ではシイタケでおいでになった方
があるというような実例もあるわけで、本町も、おいでになった方の歩どまりいう話もき
ょう出ておりましたけども、現在ＴＰＰがなくなってもあっても和牛については平均単価
５０万が１００万まで上がっております。非常に近年のそういったものの中では伸びが大
きいと。そういう中で、当地は因伯牛の一大生産地であった時代があって、その後、霧酔
病等で非常に生産者が減少しとるわけですけれども、現在、町内では黒毛和牛については
約２名程度の若い方が就農されて非常に勢いがよくなってきております。また、高齢者の
方は、いつまでやれるかなと言いながら非常に高い技術を持っておられる。そういった方
向で研修制度に、黒毛和牛とかシイタケとか本町の素材を生かした、技術を生かした、あ
るいは経験を生かした項目の研修生等も募集されては思いますが、そういったお考えがあ
るのかないのか、お聞かせをいただきます。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）実は私どももその辺が非常にちょっと、じくじとは言いませんけ
ども、何か日南町というと、トマトというふうなイメージでトマトを希望されて来られま
す。トマトというのは確かに収量もあれですし、収益率もまあまあいいわけですけども、
期間が限られております。また、非常に設備等に、当然畜産もかかるわけでありますけど
も、そういうふうなところで来れますので、例えばお米はどうですかとか果樹はどうです
かとか和牛も含めてどうですかというふうなお話をするんですけども、どうも来られる前
から、見る前からトマトをみたいな話をされておって、非常にちょっといろんなものを見
ていただきたいなというふうに思っとります。
　そういう中で、今、和牛の話が出てまいりましたけども、非常に若い方で和牛を積極的
にやられてる方がおられます。また、増頭をされてる方もふえてきておりますので、そち
らのほうも支援をしてまいりたいと思っております。また、今度宮城で全共があると思う
んですけども、そちらのほうの候補にもなっとりますので、ぜひともそういうふうなとこ
ろにも出ていただいて、全国的に、かつては日南牛というふうに言っとったわけですけど
も、その名前を今は因伯牛というふうに言っとるわけでありますけども、その名前を売り
出していただきたいと期待するものであります。
○議長（村上　正広君）以上で久代安敏議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）引き続き、６番、タブレット４ページ、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）平成２９年度町長施政方針で増原町長、２期８年目の最終
年度に当たり、「日南町を次世代につなげる行政」「ついの住みかとして住んでよかった
と思える町」を町政運営の基本として取り組む決意を表明されました。新たなまちづくり
に積極的に取り組んでおられることに敬意を表します。
　私は、本年１月の議会だよりの編集後記でこのようなことを書きました。本年はとり年
です。鳥は、福や財産を取り込むということから商売繁盛の意味があるとされてます。ま
た、鳥の目は広い視野を持ち、現在どのような状況下にあり、何が最も重要な問題なのか
を感じ取る目とも言われています。ことしは日南町にとってどのような年になるのか。こ
れから始まる３月議会では新年度の町長施政方針や予算審議があります。町の施策に対し
て鳥の目を持っていろいろな角度、視野で点検、検証し、また、提言を行う決議を新たに
しましたと書きました。
　そこで、施政方針の中で２つの施策について質問をいたします。
　まず１点目は、道の駅日野川の郷の初年度としての取り組み成果をどのように評価され
ているのか。来客数１５万人、町内農林水産物の販売額４，８００万円、品目別売上高と
その比率は計画に対してどうなったのか、また、雇用創出、人員２６名の内訳はどうなの
か。２点目は、評価の結果、課題点を２９年度にどのように改善されるのか。３点目は、
２８年度のカーボンオフセットのＣＯ2 ・;排出量は幾らになるのか。
　２つ目は、社会体育館新設についてです。
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　平成３０年度当初予算に計上を予定していたが、国、県からのさまざまな補助金等を可
能な限り活用しながら、緊急防災・減災事業債の活用を念頭に積極的に展開していくとな
っております。現時点での基本構想はどのような考えなのか、また、完成はいつごろを目
指しているのかをお伺いいたします。よろしくお願いいたします。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）大西保議員の御質問にお答えいたします。
　道の駅の初年度としての取り組みの成果と評価でありますが、道の駅は、地域内の経済
循環、町民の所得向上、農林水産物の町産品のブランド化、６次産業化などを推進するた
め、また、交流人口の増加や町の魅力の情報発信拠点として整備いたしました。初年度と
しての成果の指標は、施政方針の中でも説明させていただきましたが、その他、二次的な
効果として、交流人口の増加に伴う町内観光施設、商工業者、飲食店への経済効果なども
少なからずあったと考えております。
　初年度の評価としては、計画の売上利益は達成できましたが、売り上げ目標には届いて
ない状況であります。また、加工品等については計画を達成いたしましたけども、生鮮野
菜を中心とする町内産品の販売促進をさらに進めていく必要があると考えております。こ
れについては、生産者部会のほうで各地域ごとに責任者を設けて、より生鮮物を出すとい
う方向で進められるというふうに聞いております。６次産業化についても、加工実習室な
どを活用してドレッシングを初めとして新たな加工品も生まれ、工芸品も販売されており
まして日南町らしい特色ある商品となっておりますが、特に加工実習室については非常に
稼働率が低いと認識をしております。これについては、新年度、そちらのほうを重点的に
夜も含めた加工実習を行って、女性も含めた生産者の方々の加工を進めてまいりたいとい
うふうに考えております。
　また、来駅者の人数から見ても、情報発信施設拠点としての役割をさらに強化していく
必要があると考えております。品目別売上高比率についてはレジの分類データを提出させ
ていただいております。雇用人数の２６人につきましては、これはパートも含みますが、
内訳では、直売所で９人、レストランで６人、加工施設で３人、障がい者作業施設で支援
員さんと利用者８名という状況であります。特にこの中でまだ見直しをする必要があると
いうふうに思っております。より効率的な、例えばレストラン部門でいうと、今６人であ
りますけども、これが果たして適正配置なのかなと、個人的には少し多いのではないかと
いうふうに考えておりますので、その辺も含めて道の駅との協議もしてまいりたいという
ふうに思っております。
　さらに、課題点の改善についてでありますけども、オープンから１年近くを経て課題と
して捉えている点ですが、初年度売上額が目標に届いてない状態であり、生鮮野菜等を中
心とした日南町の農林水産物の販売はまだまだ伸ばしていけると考えております。そのた
めには、さらなる出荷促進を出荷者協議会と道の駅、町が連携して推進していく必要があ
ると考えており、今後、集荷の体制も含めた検討も必要であります。また、在庫物等も廃
棄されていたり、持って帰っていただいたりしている状況もありますので、この辺もやは
り有効活用するという姿勢が必要だというふうに思っております。
　また、冬場の品ぞろえについても、加工品などのカバーができる工夫も必要でありま
す。具体的に言いますと、お漬物が出まして大根漬けが出ましたが、あっという間に売れ
ました。やはりそういうふうなものも冬場としてはしっかり出していく必要があると思っ
ております。経営管理については、皆様方からいろいろ御指摘をいただいておりますけど
も、毎月の経営者会議において、収支計画も含めた経営計画の管理を徹底していくことを
委託事業者と町で実施するように確認をしております。電気代や水道代等についても、し
っかりとした案分ではなくて積算で出していきたいというふうに思っております。
　また、道の駅の魅力発信として、以前に近藤議員のほうからも、観光案内施設をあの中
に置いたらというふうなことがございました。これについても、４月からそのようにし
て、道の駅と連携をした観光案内というふうなことをして、道の駅を中心として町内のさ
まざまなところに訪れていただくというふうなことも考えてまいりたいと思っておりま
す。
　また、２８年度のカーボンオフセットのＣＯ2 ・;排出量は、道の駅施設の、農林課か
ら資料を出させていただいておりますが、１２月末現在で１０４．９トンという実績であ
り、２８年度中の総排出量見込みは約１４０トンと推計をしているところでございます。
　以上、大西保議員の御質問に対する答弁とさせていただきますが、社会体育館について
は教育長から答弁をさせます。
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　ただ、１点、非常に悩んでおりますのは、今、健康増進施設と、それから社会体育館を
別に建てるというふうな考え方をしておりますけども、果たしてそれがいいのか、一緒に
一体的にしたほうがいいのか、また、冷暖房というふうなものも加味をしたほうがいいの
か、もしくはバイオマスエネルギーというふうなものの活用はできないのかというふうな
こともあわせて考えながら、もう一度、施設の総枠は変わりませんので、住民の方々や体
協の方々と御相談をしながら検討してまいりたいというふうに考えております。以上であ
ります。
○議長（村上　正広君）丸山教育長。
○教育長（丸山　　悟君）大西保議員の御質問にお答えいたします。
　まず基本構想についてでありますけども、平成２８年度は社会体育施設検討委員会を開
催しまして、その会の中で社会体育館の今後のあり方について検討していただきました。
現在は、この会でまとめていただいた御意見を尊重しながら、財政の状況も勘案しながら
新しい体育館を検討しているところであります。皆さんに出させていただいたところであ
ります。
　現時点での案としましては、現在の位置に小・中学校と社会体育館とが共用する体育館
を新しく建てかえたいと考えております。構造は鉄筋コンクリートで、内装には町産材を
活用したいと考えております。規模は１階建てで、ＬＥＤによる照明やシャワーも設置し
たいと考えております。若干町長のほうは、健康増進の部分もどうかと悩んでおるという
ことがありましたけども、現在の状況を申し上げますと、別に、その委員会の中でも、健
康増進の施設については、いろいろなところの思いがあるので、新しいところで考えてい
こうという考え方が出ておりますけども、その辺も含めてまた考えたいとは思っておりま
す。また、防災機能も兼ね備えたいと考えております。具体的には、防災用物品の備蓄倉
庫を設置するとともに、多目的トイレやスロープといったバリアフリーに配慮した施設を
目指しまして、テレビや電話、インターネット等も利用できる環境整備に努めていきたい
と思っております。設計を委託するまでには、これらを案をもとにして協議を重ね、町民
の皆さんに満足して使っていただける体育館にしたいと考えております。
　次に、完成はいつごろは目指しているのかということでありますけども、平成３０年度
中の完成を目指しているところであります。そのために２９年度早々には設計の業務の入
札を行い、発注をしたいと考えておりますし、予定では１２月ごろには議会での契約の議
決を経て、解体、本体工事に入りたいと考えておるところであります。
　以上、大西保議員の質問に対する答弁とさせていただきます。よろしくお願いいたしま
す。
○議長（村上　正広君）一般質問の途中でありますけれども、ここで暫時休憩をいたした
いと思います。再開は午後１時といたします。
　　　　　　　　　　　　　午前１１時５７分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　午後　１時００分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。
　引き続き大西議員の一般質問を行います。
　ただいま執行部の答弁までが終わっておりますので、再質問がありますか。
　６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）昨年１年間というんか、ことし３月まで、この道の駅、初
めて大がかりになりました。それで成果は、いろいろありますけども、一生懸命頑張って
いる姿を見ておりますし、達成できなかったことは、きっちりどういうふうにやっていこ
うかということでされてると思うんで、私はちょっと３点の角度から見ていきたいと思い
ます。
　まず、経営資産ということで、売り上げが９，８００万に対して７，４００万で、
７５％達成です。売上原価は７０％ということで、この数字、７５、７０ですが、普通経
営する場合はプラマイ２０ぐらいは若干少なかったというイメージです。ただ、その中
で、売上利益がもう１０５％ということです。ここで中身が一番大事で、その売上高に対
する中に、やはり町に落ちた金というか、町の農産物で４，８００万、これは大きな農家
に落ちたということでこれはすばらしいんですが、４，８００万のうちトマト加工が
１，０００万、それはあくまで直売所で売れたという金額ですので、それはいいと思う。
だから３，８００万が実際道の駅です。ということは、７，４００万に対して町内の方に
ついては３，８００万、ですから町外から仕入れた、ざっくりです、あくまでざっくりで
すが、半分以上は町外から仕入れられたと。中身の原価を見ていきますと、米が７％、そ
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れから野菜が１５％、加工品は２０％という手数料だったんですけども、原価が、これは
原価率でいくと２１．６％、逆に普通だったら１５．５になるんですが、２１．６ですか
ら、この中身をどのように見ておられますでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）申しわけありません、原価の２１．６％と言われましたが、
どこの数字を言われましたでしょうか、もう一度確認をさせてやってください。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）当初計画が８，２８５万で見込み額が５，７６８万です
ね、これでいくと７８．４、原価のあれが。だからそこを言うとるんです、２１．６で
す。だからこれは、逆に言うと、すばらしいいうことを言いたいわけです。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）失礼いたしました。売上粗利率が当初見込みよりもかなり上
がっております部分につきましては、本日皆さんのほうにもお配りをしております当初の
売り上げ目標に対する実績の表を見ていただければ顕著にあらわれている部分としまし
て、その他の欄の土産物品ですね、この部分が当初計画に対して２４６％ということで
２．５倍程度の売り上げ、当初計画以上のものが売れておるということで、この部分は、
いわゆる一般的な土産物、鳥取県内の幅広い部分、それと近県の土産物も取り扱うという
ことで県境の町らしい道の駅を目指したわけですけども、その部分のいわゆる仕入れ品に
係る土産物の売り上げが多く上がっているという部分で、仕入れ差益といいますか、その
部分で仕入れ品全体では３割から４割ぐらいの利益率があるというふうに思ってますの
で、そういったところで利益率、粗利率を持ち上げたものだというふうに思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）そこなんですね、本来農産物であるとか町内の加工物を売
ると。ところが、なかなか売れてないということで、やはり経営というのはマイナスが出
た場合には必ずプラスをしなければいけない。そこは経営努力でされた結果です。ですか
らこれについては、数字だけですけども、売上総利益は１０５％です。達成しとるわけで
す。中身はともかく、売り上げについては達成しとるわけで、ここはいいわけです。
　もう一つ、売上高の実際に農産物、大変苦戦されてます。当初５，０００万円の計画を
されてました。結果でいくと１，０００万円、約２０％です。結果を見て残念だなと思っ
たんですけど、なかなか農産物が売れない。それは、もう農林課長とか出荷者協議会、相
当苦労されたと思います。そのときに、昨年の計画の中へ月ごとに幾ら、何袋売るんだと
いう計画を出されました。本当に苦労されたと思います。それについて、何袋とかいう数
字の計画数字がありますけども、それを何袋売れたという管理はされておられたでしょう
か。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）当初、ＪＡ、仕入れというところで主要４品目につきまして
相当な額の、委託販売分も含めて５，０００万というふうな計画を出させていただいてた
わけでございますけども、実際の売り上げという部分につきまして売り上げ実績を見てい
ただいたとおり、仕入れに係るものについては数十万というふうな結果になっておりま
す。ほとんど仕入れをしてないということで、出荷者協議会からの生鮮の出荷のみで販売
をしていたというのが実情でございます。その部分で、トマトが最盛期、８月中心だと思
いますけども、このときに進物用であるとか、小売も若干いたしておりますけども、仕入
れをしたという実績は聞いておりますので、実績としては８月ぐらいにトマトを入れてお
ります。ということで、月ごとの管理をするほどの仕入れが実際できてなかったというの
が実情でございます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私は、せっかく農林課長とかこれをつくられて、苦労され
て細かく月何ぼ何袋というのをつくっておられる。苦労されたと思います。また初めから
どうなるかなと、朝どれ産もいろいろあるし、これはどうなるかなということで農林課長
も大変苦労されたと思います。その成果を、この計画でどんだけ差異があったかというこ
とを管理しないと次に生かせれないんですよ。ざっくりやってしまえば、これはほかのこ
とにも言えますし、いろんなことに言えます。だからそこは一番大事なとこを言っておる
わけです。せっかくつくった計画をちゃんと把握しないと。答えでいきますと、予測では
２０％です。厳しいですね、確かに。ただし、これは２９年度は倍増するのか、１．５倍
にするのか、その辺の話はされておられますでしょうか。
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○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）初年度、生鮮物を売っていく中で、いわゆるＪＡさんの系列
の販売の中から店舗に不足しているものを仕入れていくというふうな考え方ではおりまし
た。ただ、初年度、出荷者協議会も１年目ということで、どのぐらいのものがどの時期に
出てくるかというのがなかなか読めない部分もあったようでございます。２年度目は、大
体に１年度目の経験から、こういう時期にたくさんお客さんいらっしゃって、こういうも
のを求めていらっしゃるということは現状が把握できておりますので、それに合わせた仕
入れも今年度ぜひ伸ばしていきたいというふうに思っておりますので、具体的な数字とし
ましてお示しを今できませんけども、ＪＡ仕入れにつきましては今後伸ばしていきたいと
いうふうに考えております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私は、実際に農家でもないし、植えたり、そういうことは
できません。ですから大きなことは言えません。ああせいこうせいなんて言えませんけど
も、私が言いたいのは、このような管理指標、せっかくこういったものをつくっておられ
るに、これを来年生かすにはこれをきちっとしとかないと、こういった経験を生かすため
にはデータが一番大事なんですよ。だから何をベースに話されるか。今初めて２８年度の
実績が出たわけ、今までの想定でじゃない。ですから、これをベースに来年度の計画をさ
れるわけですね。これは後で言いますけど、運営経費と一緒です。毎月の実績をつかんで
ないから結果的にこうなっていくわけです。だから来年度の予算、もう先に言ってしまい
ますけども、町長も、積み上げですと、委託はって言われました。積み上げでしょ、これ
も積み上げなんですね。本当にこのデータが、何袋売れた、ＰＯＳで今やっておられま
す。今の時代はパソコンでやったら何ぼでもデータできるわけですけども、そのデータは
あるけども、上手に生かさないと方向を誤るわけです。一番大事なとこを言っとるわけで
す。これは企画課がするんや、いや、これは農林課がするもんや、いや、これは出荷者協
議会と、直売所だとならないように、私はこの一例だけで言います。
　あと、米につきましても１，５００万に対して２６０万円、１７％、これについてはど
うなんでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）米につきまして、数値との差異というような御議論だと思っ
ておりますが、計画数値につきましては１，５００万、これをどうやって積み上げたかと
いいますと、店舗で売る米、それからＭ・Ａにエナジーからの移管という米の販売方法、
それから今ずり米という販売方法、それから農家さんから持ち込んでいただく商品として
のお米というようなこの３部門で計画は立てておりましたけれども、現実的にＭ・Ａのほ
うの米販売のほうがなかなかちょっと伸びがなかったということと、それから今ずりの部
分、それから農家の持ち込みの部分につきましては、やはりテスト販売というようなとこ
ろがありましたもんですから、どちらかというと、ちょっと様子を見たところもあります
し、町内の大きな法人さんから商品化されたものが出ております。これあたりは今後も農
家のほうの積極的な商品化というような観点から捉えますと、まだ伸びはあるというぐあ
いに思っておりますし、日南町の米ということで非常に高い評価をいただいております。
これあたりをやはり商品にしないと農家のほうの手取りになりませんので、その辺は考え
ていきたいと思っておりますが、なかなか店舗販売のほうが、Ｍ・Ａのほうの要するには
エナジーからの販売システム移行分というのがちょっと伸び悩んどるということは反省を
しておりますので、今後のほうに生かしていきたいと思っております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）今、農林課長が苦労されてることやらいろいろ話されまし
た。それを必ず２９年度に引き継ぐなり、次に生かしていただけるようによろしくお願い
します。それが一番のノウハウでございます。恐らくこれ２年ほどずっと道の駅のために
相当苦労されたと思います。その苦労を残して、次に発展するような形に持っていってい
ただきたいなと思っております。
　次に、雇用創出の２６名、これについては大変よかったなと思っております。日南町、
なかなか雇用がないところに２６人の創出をされたということですが、これについては今
回答をいただきました。もともとの計画は何人であったのか、お伺いします。もともと出
された計画、道の駅での人員は何人に対して２６人になったのか、内訳をお願いします。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）申しわけありません、当初の雇用計画人数の資料、今手元に
持っておりませんで、明快な答弁ができません。申しわけありません。記憶しております
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中で、直売所につきましては実績で若干人数がふえたということで経費も膨らんだわけで
ございますけども、そのほかにつきましては、レストランにつきましても障がい者の作業
所につきましてもほぼ予定どおりの人数だというふうに思っておりますし、ちょっと加工
所につきましては、テナントということで雇用人数までは把握しておりませんでした。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）２年前、２０１５年１２月１１日、中心地域整備に関する
調査特別委員会で委員会資料が出てます。ですから１年３カ月ほど前に、道の駅での雇用
創出、道の駅８人、レストラン６人、作業所７人、合計２１名です。それに対して今２６
人ということを言われましたんで、だからその対比はどうですかという質問をしたわけで
す。この作業所７名というのはどのようなことでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）作業所の７名につきましては、恐らく支援員が２名程度と利
用者５名程度ということでの運用開始を今は支援員さんが３名、利用者が５名ということ
でございますけども、当初の７名につきましては、２名程度、５名程度というふうな事業
の開始をするとしておったというふうに思います。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）これについては委託料は別に支払っておられます、３９０
万円。私はちょっと調べてみたんですが、トマト加工はこれには入ってないんですが、全
体として道の駅プラスとして新規に３名、それはいいんですよ、それを抜きますと２３名
になるわけです。２１に対して２３だけですね。ただ、その作業所というのが７だったも
ので今質問したわけですけども、実際に今作業されてる方が５名で、支援されている方が
３名と言われました。この委託料の根拠はどうですか、委託料の根拠。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）委託契約につきましては、先ほど言われました三百数十万の
年間委託料を見込んでおります。委託料の根拠としましては、いわゆる道の駅、トイレほ
か施設の清掃に係る拘束時間に最低賃金以上の単価を設定をさせていただいて、１日当た
り何人で全体の施設を何時間かけて清掃されるかということでの年間のかかる経費を計上
させていただいたとこでございます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）これは本当に作業されてる方なんかを見ますし、一生懸命
されてます。それはいいんですよ。私は、その根拠を質問したわけです。それは、２８年
度予算も出ましたし、２９年度予算も同額出とるわけです。ですからその根拠は私は教え
てほしいと。同じ金額です。その詳しい内容はどこにあると思いますか。私は資料を持っ
てますよ、これは中心地域の企画課の出してる数字です。ですから今言われた、最低賃金
とか言われましたけれども、これは３人なんですね。今、作業所では５人、これはシフト
だと思います。だからその辺をお聞きしたいわけです。それで支援員の金額は入ってるん
ですかということもあるんです。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）委託契約につきましては、契約書のほうをまた精査をして資
料でも出させていただきたいと思いますけども、いわゆる道の駅の施設に何時間で何人で
してくださいというふうな契約をしております。それで単価を掛けたもので金額を算出し
ております。５人いらっしゃっても、実際の道の駅での委託業務の範囲は何人で何時間と
いうふうな指定をしておりますので、それ以上やられておればクリアだというふうな考え
方でおりますし、雇用としてそれ以上されておられて、道の駅の清掃以外の仕事を作業所
でされることも、それは可能だというふうに思っております。
　委託料の算出の根拠となっておりますのは、利用者の方が実際お仕事をされる部分での
算出根拠になっております。支援員さんにつきましては、これはまた別途、いわゆる障が
い者施設の運営の中での補助金というのがあるようでございますので、そちらで支援員さ
んの人件費は賄われる計画になっております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）詳しい内容をもう一度教えてください。
　ちょっと１つお聞きしたいのは、これは、掃除された実績は月ごとに企画課なりがチェ
ックされてるのか、年度末まででチェックされるのか、それはどうなんですか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）委託に係る検査につきましては、日々の日報でありますとか
月報をつけていただくようにお願いをしておりまして、２８年度は四半期ごとにそれの実
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績を私が見させていただいて確認をとった上で、四半期ごとの委託料の支払いをしており
ます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）四半期ということは３カ月単位ですね。ということは１２
月末で見られたということですね。わかりました。じゃあ、それはきちっとされてるとい
うことで、それで終わります。一応この根拠については後ほど出してください。２９年度
の予算のほうにも同じ同額が入っておりますので、よろしくお願いします。
　次に、課題点はいろいろあるんですが、町長の方針の中で、２８年度の反省をもとにし
っかりとした経費計画と販売計画を作成しなので、この言葉を揚げ足とるような言い方を
してはいけませんけども、しっかりとした販売計画はできたんでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）今現在、委託料の算出根拠として出させていただいている数
字につきましては、大まかにどの部分をどれぐらい伸ばしていこうかというふうなお話
は、委託業者と一緒にさせていただいた上で算出をさせていただいております。具体的な
その手法につきましては、今、道の駅で昨年度の売り上げ実績等を見ながら、細かいとこ
ろのどういうふうに物を集めて売っていくのかというところにつきましては、現在現場の
ほうで詰めていただいておるとこでございます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）そうしましたら、２９年度のまだ販売計画はできてないわ
けでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）販売目標数値は一応持っております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）その販売計画は月ごとになっておるでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）済みません、今現在では総枠、年間通じての計画としており
ます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私は、そこなんですよ、一番大事なのは。４月に入ってか
ら計画をつくるではもう遅いわけです。新年度は４月からですね。もうでき上がって、根
回しやらいろいろやってやらなければならないのに今現在できてないということですか
ら、恐らく４月に入ってから６月ぐらいに稼働するんじゃないかなと。済みません、失礼
な言い方をしました。それほどやっぱり農家の方も野菜を出される方も、もう植えつけて
おられると思います。ですから、そこでやはりどういう昨年のいい面、悪い面をどう生か
そうと、そういう作戦も練っておられると思うんですね。やはりある程度の精度を高め
て、昨年は仕方なかったと思うんです、初めてやったんだから。ことしは、新年度、多少
精度を上げていくための数値を今お伺いして、だから私が今言いたいのは、次に経費のこ
とに入るんですが、販売計画がきっちりとできてない状態で経費計画はできるもんでしょ
うか。どうなんでしょうか、答弁をお願いします。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）先ほど課長も申し上げましたけれども、今の段階では、当面、
検討が既に済んでいるのは、イベントの計画あたりはきちんとさせてもらっておるところ
でありますが、ただ、その中で、それに係る経費というのは当然出していくというふうに
思っております。それと、歳出の段階で今一番大きいのは人件費あたりだろうというふう
に思っておりますので、その辺についての固定給あたりのところはきっちり計画の中で出
てきております。ただ、推進するに当たって売り上げのボリュームとかということになり
ますと、その状況に応じた形での増ということはあるのかもしれませんが、ただ、あわせ
ていろんな事業を行うことによって一応の科目別な費用見込みというのはつくってありま
すけれども、それを合わせながら人事執行の中で再確認をしながら、場合によっては投資
をしていくということもあるかもしれませんけれども、大まかな計画というところはもう
つくってありますので、それに準じた形で月々に精査していきたいというふうに思ってお
ります。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私は、民間の経験が長いので、民間で何をするかといった
ら、一番はやっぱり販売なんですね。販売があって会社経営なんです。販売がないのに経
費だけかかったら全部赤字です。ですから販売が上がれば比例的に経費が上がってもいい

ページ(29)



日南町第２回定例29年３月14日
わけです、管理可能経費という形で。一番大事なとこを言っとるわけです。このままほっ
ておけば、２８年度は、当初３，２００万の運営経費でしたけども、今現在３，９００
万、計画に対してまだマイナス７００万、いろいろ事情はあると思います。初年度だから
７００万かかったかもわかりません。でも２年度に要らない費用も出てくると思います。
そういった精査をまず経費として見るのと、やっぱり売り上げがあっての経費ですから、
人もそうです、もういろんなとこで経費で見ていかなきゃいけない。だからその手法を言
っておるわけで、今言いましたように町長の方針では、委託料内での経常利益の確保を目
指すとうたっておられます。実はこの件につきまして私、質問しました、あるところで。
委託料内での経常利益を確保とは幾らだという質問をしたんですが、もう一度質問しま
す。経常利益確保を目指すということは幾らなんでしょうか。
○議長（村上　正広君）木下企画課長。
○企画課長（木下　順久君）本年度の委託料の積算の根拠として出させていただいた数字
は、いわゆる二千数百万の委託料を入れながら収支をゼロに持っていくというところをま
ず第１段階の目標としておりますけども、要は、そこからいかに売り上げを伸ばしていけ
るのか、そして経費を節減できるのかによってゼロをプラスに変えていくという努力をし
ていきたいということでございます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）端的に言いまして、委託料内での経常利益ゼロを確保する
とは、委託料を入れてゼロにするよということなんですね、経常利益を。だからそこが一
番ポイントなんですよ。これが赤字になってからどんどん赤字になっていって、どんどん
必要となる。それを見るために、今販売があって、必要経費こんだけで経常利益はゼロを
目指そうという町長の思いが町長の施政方針に出されたわけです。それをもとにこれか
ら、４月からつくられるかどうか知らないですけど、そこが一番ポイントなんですね。そ
れなのに新年度予算ではどかんと２，３００万円委託料が上がってます。だから不足の分
はもう上げるだけだと。私は２年度目が大変厳しいと思うんですね。そんな厳しい厳しい
と言ったら萎縮するからいけませんけれども、本当に初年度で１５万人も来ていただきま
した。これは大きな日南町に１５万人来ていただいて、それはすごいことだと思います。
　ちょっと道はそれますが、１５万人で、客単価と言ってはいけませんけども、
７，２００万、７，５００万になった場合、１人当たり５００円です。買う買わんは関係
ない、５００円は落としていただいたわけです。それを逆に、買った方、レジ通過をはか
ったら、４万２，０００人レジ通過をしている。逆に、それでトマト加工は９，７００万
です。それを逆算すると、実際に１人当たりの単価は１，６００円です。だから、ローソ
ンであろうがいろんなとこでも、いつも客単価、客単価言うわけですね、そういったとこ
ろは。だから１，６００円の客単価はいいですよ。ローソンは大体５００円とか、ほかの
会社を言ってはいけませんが、あそこは４００円とか、それでずっといつも日々管理し
て、時間帯も管理しやっておるわけですよ。
　私が言いたいのは、民間のノウハウでということで道の駅を委託された、それはいいん
ですよ。だからそれを生かして町行政がどういう支援ができるかでいいんですけども、そ
の辺でいくと、委託契約仕様書の中でいろいろありますけども、本当にそれを守っておら
れるか。やっぱり行政はそういったルール化がめちゃくちゃ上手ですから、それを生かし
ながらきちっとやるということで、それで私は、経営の中で、これは失礼な言い方するか
もしれません。財務諸表の３点セットとよく言うんですけども、失礼な話やけど、ＰＬが
わかっておられるかなと。損益計算書の簡単なことです。これは普通でしたら固定費が要
ったり、固定資産とかいろいろあるんですけども、もう固定費を払わなくて何もない物す
ごいシンプルな損益計算だけなんですね。バランスシートまで言いません、キャッシュフ
ローまで言いません。その中で本当に民間ノウハウを活用されてるのかどうか、担当課と
してはどうでしょうか。指名したらいけませんね。その辺、本当に民間ノウハウを使って
るのか、私は疑問を抱いとるわけです。
　せっかく民間資本で、いや、町が主導されたとかいう言葉があったもんで、どうでもい
いんですけども、結果が、２月の末に出されたあの経費のあれを見たときにショックを受
けたわけですね。当然町長も大変ショック受けたと思うんですけれども、その辺が一番ポ
イントなんで、だから町長が施政方針で、この反省をもとにしっかりした経費と販売計画
を作成しとうたっていただいてます。３月議会は、今回は施政方針の後、予算審査を終わ
って今の一般質問ですからちょっと順番が違うので、あえてこれで聞いとるわけです。そ
の辺、やっぱり町長のほうからちょっと御答弁いただきたいんですが。
○議長（村上　正広君）増原町長。
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○町長（増原　　聡君）今おっしゃるように、せっかく民間でやりましたんで、これまで
第三セクターで数多くの日南町も含めて失敗をしておりますし、赤字が出ても町が負担し
てくれるんだというふうなやっぱり甘えがあったのだろうなというふうに思っておりま
す。今回Ｍ・Ａさんにお願いしたというのは、やはり民間のノウハウというのをしっかり
考えていただきたいと。Ｍ・Ａも決して大きな会社ではございません。１６０人ぐらいの
会社でありますので、米子では大きいわけですけども、経営自体も厳しい会社だろうとい
うふうに思っております。そういうノウハウをしっかり生かしていただきたいというふう
に思ったわけでありますけども、正直、道の駅、多分議員も御承知のとおり、ＰＯＳシス
テムも含めて現場と会社のほうが何かそごがあって、いつ書類をもらってもどれが本気な
のか、だんだんだんだんわからなくなってくるような状況になっておったわけですけど
も、その辺は話の中で、Ｍ・Ａは正直言って非常にやる気は持ってことしはおります。日
南町に総額、補助金も含めて６億円もの施設を扱っていただいておると、それをＭ・Ａと
して赤字というふうな形で終わりたくないと。我々も、男だというふうな言葉はおかしい
わけですけれども、商業者、商売人としてぜひとも黒字を出したいというふうなことを思
っておられます。
　先ほどおっしゃるように、じゃあ、今、新年度予算の中で毎月の経営の計画ができとる
のかというと、正直言って完全にはできておりません。目標が出ておって、月数のものが
全く出ていないというような状況であります。ただ、Ｍ・Ａのほうも１６日には参りまし
て、その辺を詰めようというふうな話をしておりますので、年度内にはぜひとも詰めて、
やはりそれをしっかり毎月毎月検証していくということをやっていきたいというふうに思
っております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）ありがとうございました。今までの反省をもとに町長みず
からがそういった答弁をしていただきまして、ありがとうございました。そのようによく
していくための話をしておるわけです。
　ただ、私、１点、この１月、中心地域の委員会、２月の末の委員会の２回、その中で大
変残念だなと思ったのは、これは申しわけないんですけど、１つの事例です、あくまで事
例として聞いていただきたいんですけども、やっぱり我々議員としては情報提供の範囲で
しかチェックができませんけども、想像で答弁されると後で困ってしまう。我々、チェッ
クしようがない。１つの事例は、何回も言いますけども、電気代のことでございました。
何かちょっとおかしいなという疑問から、ずっと質問しなかったらあのままいってしまっ
て、何がどうなったかわからないという形です。やはりレストランについても、本当にレ
ストランが毎日経営しておれば、おかしな電気代、どうなのかなと。レストランも年度末
に電気代を払うんだったというんであればそれでいいんですけども、レストランも経営せ
ないかんわけですね。月々、いや、委託料は年度末終わって４０日以内にもらうんだから
となっておったのかどうかわからないですけども、やはりその辺をちょっと危惧します。
　レストラン経営をわあわあ言いませんけども、やはり同じことだと思うんですね。だか
らこっちは経理の計算できて管理できておって、こっちはできてないいうのはないと思
う、同じだと思うんです。だからポイントのとこだけは間違わずやっていただきたいの
で、本当に担当課は大変でしょうけど、その辺、販売については農林課長も大変でしょう
けども、道の駅をよくするために、それとまた、町執行部の方も、休みには、やっぱり愛
情を持っておられますから町長みずからがフリーマーケットで売られたり、皆さんが出て
おられるその姿はよく町民も見てると思うんですね。やっぱりみんなで盛り上げるために
やっていると思うので、これを生かすために正確な情報、また正確な答弁、わからなかっ
たらわからないで、また後から調べて出しますとかいうことをやらないと、議会としても
チェックのしようがございません。今後いろんな予算を出す中で、我々も議会として責任
を持ちたいし、責任は持てないかもわかりませんけど、やはり出された資料についてわか
りやすくしていただきたい。これについては、また予算審査の後で話が出ますけども、そ
ういった形をお願いしたいと思います。
　それで、町長、私、ちょっと見ておるのは、ホウレンソウという言葉をよく聞かれると
思うんですけれども、確かに町長が全て把握するわけにいきませんからポイントというこ
とで、課長、それから室長さんとか、いろんな方が問題だなと思ってやられるんですけ
ど、何か私、町長のほうに本当に問題点が上がってるんかなと危惧するんですが、町長は
どう思っておられますか。本当に問題点が上がってきてるのかな、それとも課長でとまっ
てるのか、室長さんでとまっているのか、それはどのような感じをされておるでしょう
か。
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○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）ホウレンソウは上がってきておると思っております。これは常に
言っておることですけども。ただ、私、ホウレンソウの中で言うことは、これは朝礼でも
よく言うんですけども、ホウレンソウはいいんだけども、自分としてはこう思うと、町
長、私はこう思うと、町長はどう思うかということをしてほしいと。町長、どうしましょ
うと言われても、正直言ってそのホウレンソウがずっとあっても全てのことを私どもが認
識をしてるわけではないですので、どうしようかというののまず前に、自分たちはこうし
ようと思うことを先に言ってくれと。その中で、私どもが決めたこと、職員が決めたこと
でも私がオーケーを出したり、そして私が決めたことで変われば全部私が責任とるから、
それは安心してやってくれというふうに言っております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）私自身も民間でいろいろ経験、ホウレンソウでやってきま
した。
　もう一つ、今、総合戦略でもＰＤＣＡをやりなさい、それからＫＰＩ値やりなさい、数
値目標というよく言葉が出てます。こういった道の駅にもこうやって具体的に数字も出ま
す。やっぱり数字が出ると、それに対して目標もはっきりするわけですが、町長はよく御
存じですけど、ＯＪＴとＯＦＦ－ＪＴということをよく言います。ＯＪＴとは、オン・ザ
・ジョブ・トレーニングで、やっぱり仕事をやりながら厳しく指導していく、心を持って
指導していくということです。ＯＦＦ－ＪＴはあくまで研修であるとかそういうとこです
けども、私は、このＰＤＣＡのＣＡをずっと２年間議員になってから口酸っぱく言ってお
りますけども、ＰＤＣＡの何か１人でも２人でも公的な機関に研修に行かれたいいんじゃ
ないかなと私は個人的に思ってるんですけども、私が先生になってもいいんですけども、
そういったことに何か研修に行かれて本当にＰＤＣＡをやっていただきたいと。管理業務
は全部一緒なんです、ＰＤＣＡなんです。その辺は町長、どうでしょう、ＰＤＣＡの研
修、いろんな研修あると思います、公立のものもあるので、それについてはどうでしょう
か。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）大西議員が先生になっていただければ喜ぶというふうに思います
ので、そういう機会も設けたいと思いますが、私は、最近ずっと毎年１０万円という職員
の旅費、これ監査委員さんは御存じかもしれませんけど、旅費を組んでおります。なかな
か職員が研修に行っていただけません。こないだも実は五ヶ瀬町という宮崎県の町から福
祉保健課と町民課の方が来られました。その前には沖縄県のほうからも来られました。や
っぱり横の連絡を持ちながら仲間意識を持って、自分の課の問題ではなくても共通の意識
を持つということが今少し欠けとるというふうに思いますので、特に新年度からはそうい
うふうなことも含めて、ＰＤＣＡも含めてでありますけども、当然今、滋賀県とかああい
う研修所にも行かせておりますけども、そういう研修だけではなくて、やっぱり現場の他
の自治体を見ながら研修をするということもぜひ進めてまいりたいというふうに思ってお
ります。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）ありがとうございました。職員の皆さんのスキルアップい
うんですか、お互いですよ、皆さんお互いにスキルアップしていただいて、自分たちがス
キルアップすることによって町民のためにできる仕事がふえるということを念頭にスキル
アップしていただきたい、研修していただきたいなと思ってます。
　次に、ＣＯ2 ・;の件です。また大西はＣＯ2 ・;かになるんですが、実は農林水産大臣
賞を受賞されて、私は新聞の切り抜きもきょう持ってきております。このＣＯ2 ・;につ
きましては、私、平成２７年９月に一般質問したときに３００トンという回答をいただき
ました。その後、昨年の１１月の林業まつりのときに１５０トンということで今回１４０
トン、それは別に問題です。ただ、まず半分だったということに大変驚いております。こ
の辺については、担当課長の方、町長にはこれは言いませんけども、何か原因だったの
か、半分になった要因は何でしょう、大きな要因。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）今の３００トンが１５０トンというお話でございますけれど
も、平成２７年の９月にこの数値をお示しをしておるということで、当時の状況下では、
各施設、機器が持つ能力を３６５日フル稼働という数値から、それの７０％稼働の数値、
要するに３６５日分の７０％を試算しております。その結果、全体的な総排出量４２７ト
ンという数値が出ましたので、それに０．７を掛けております。結果２９９トン、約
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３００トンということで当時の試算値といたしたということでございます。その後、実質
的な数値が出てまいりましてその数値をもって計算をいたしましたところ、試算値は
１５０トンぐらいになると、ぐらいといいますか、１５０トンを見込むということで、当
時の数値としては１５０トンを目算をしていたということでございます。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）１５０トン、１４０トン、別にそれはいいんです。大きな
間違いがあるんですね。何かといいますと、係数なんです、掛け算なんです。ＣＯ2 ・;
排出で、中国電力は今御存じのように原子力発電はとまってます。火力発電にどんどんな
ってます。そうなると係数が変わるわけですよ。過去のデータで計算されて数値を出され
たというのが一番大きい、０．５と０．７は違うんです。これは１．４倍違います。そう
いうことは御存じでなかったでしょうか。
○議長（村上　正広君）青葉農林課長。
○農林課長（青葉　誠也君）電気事業者別のＣＯ2 ・;排出係数というのがあるというこ
とで、その数値につきましては、暫時という言葉は失礼ですけれど、確認をしながら計算
式のほうは数値を活用してやっております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）それ以上はもう言いませんが、当初３００トンと出された
ときの電気代見込み、年間７００万円だったんですよ、７０％稼働で７００万。今予測で
は２４０万円で３割です。ガスに至っては年間８４０万円で、それが今現在見込みでは
４０万円、５％です。ただ、この資料でいいとこは、建物別で計算された、これはすばら
しいことです。電気代はこうでしたけども、この試算はＡ棟、Ｂ棟、Ｃ棟ということでき
っちり設備の計算をされたんです。本当に環境活動とかＣＯ2 ・;の計算のときは、ここ
なんです、もとは。後からメーターをつけないかんということにならないよう、それは農
林課も企画課も住民課も入ったら答えが出るわけですね。住民課がもし見た場合に、建物
ごとにやらなだめですよと、これしないと環境活動できませんよと。
　表向きはＣＯ2 ・;ゼロの道の駅とされてるけど、中身を見たらこうですねでは寂しい
思いをしました。だから私は口酸っぱくＣＯ2 ・;ＣＯ2 ・;と言っておるわけで、自信を
持ってＣＯ2 ・;の排出ゼロの道の駅、実質ゼロということですから出てないわけじゃな
いんですけども、ゼロなんです、寄附しますから。ただ、新聞にもちゃんと書いてあるん
ですね。カーボンオフセットとは、ＣＯ2 ・;などの温室効果ガス排出量のうち、削減努
力をした上でどうしても削減できない量を他の場所での吸収量、削減量を活用して埋め合
わせる、これがオフセットなんですね。ですから道の駅ではいろんな削減活動をされてる
と思うんですが、それを１００％寄附しようと。それの量が今回見込みで１４０トンにな
りました。それはそれとします。
　そこで、せっかくなんで、私も２年前に議員になってから環境のことばっかり言うんで
すが、ここで町の執行部の皆さんがずらっと並んでおられます。こういうことをしたら議
長に怒られるかもわかりませんけども、環境家計簿を見られた方はおられるのでしょう
か、日南町ホームページの中で環境家計簿を見られた方はおられるでしょうか、見られた
方は手を挙げてください。見ている人。
○議長（村上　正広君）１人ほどですね。
　６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）平成２２年が第１期計画、削減の環境第１期計画、これが
平成２９年度に終わるんですよね。前期、後期１０年間、その中で環境家計簿が出てまし
た。環境家計簿は、現在、そのとき調べましたら、２３年度が１０人、２４年度、９人、
この１９名の方だけです。ただ、この方が継続してるかどうかわかりません。もしお手元
にパソコンがあれば日南町のホームページをあけていただいて、環境衛生のとこをあけて
いただいたら出てきます。そしたら環境家計簿というところが出てきます。環境家計簿は
どういうことかといいますと、そこに、電気代、領収が来ます、金額を入れます、ガス代
入れます、灯油、ガソリン、ざあっと入れます。そしたら全部ＣＯ2 ・;が出るわけで
す。それで実は、驚いたんですが、これのホームページを見ますと、きのう更新されまし
た、２０１２年のたしか３月にされてきのう更新されました。そこには、きっちりまた新
しい係数が入ってると思うんです。このＣＯ2 ・;の計算をされた方に当初聞きました。
環境家計簿を見たかと、知らないと。住民課長に聞きに行ってくださいと私、言いまし
た。そういうことを知らない。本当に庁舎内でわかってるかって、せっかくプロがおるの
に、こちらで一生懸命計算して、すごい資料です、これ。私、もらいました。そこまで資
料を出さなくてもいいですぐらい、もういいよ、いいよと、時間ばっかりとって申しわけ

ページ(33)



日南町第２回定例29年３月14日
ないというて私、言ったんですけども、いや、私はここまでやりますいうてやられました
けども、結果を見たらこういった数字でした。
　これを生かしていただきたいんですよ。それで自信を持ってＣＯ2 ・;ゼロの道の駅だ
ということを言っていただきたい。それから環境管理活動、最低でもいいです、最低と言
ったらいけませんけど、リサイクル、それから裏で焼いてる廃棄物、こういったものを減
量化、ゼロに持っていこうとかコンポストに入れてますよと、本当にこうやってますよ、
それで皆さん堆肥で持って帰ってくださいというようなこと、それから分別もして道の駅
もそういった環境活動の教育をしていただきたい、従業員の皆さんに。というのは、お客
さんがどういう質問をするかわからないので、どこでどうやってるんだということになり
ますので、ちょっと私も演説したらいかんのでやめますが、そういったことで環境につい
てはありますので、幾らでも私、協力しますし、言っていただいたら、いい道の駅になっ
ていただきたいんで、よろしくお願いします。
　じゃあ、最後に、体育館のことにつきまして質問させてください。
　昭和４３年ですから築４８年、４９年、約５０年たった体育館ですが、３回も会合を開
かれていろんな方とも話されてます。いろんな要望なりやっていかなければならないんで
すが、私は、採用されなくてもいいんですけども、ちょっと提案したいなと思っておりま
して、どういうことかといいますと、やはり日南町は林業の町であり、町長が今ＦＳＣで
何とか東京オリンピックに木材を使ってという話もございます。すぐさま採用されるとは
いかないんですが、この波に乗って日南町の木材を使った新築体育館、ちらっと聞くと
１．５倍かかると言われましたけども、ある方が、私は、林業の町にふさわしい体育館に
すべきだなと思っております。
　１つの例を言います、近くで。出雲市で昔、岩國哲人さんが市長のときに、私、あのと
きにテレビ見ておったんですけれども、３０年か２５年ぐらい前、私が市長の間は全て出
雲材を使って建てるんだということで、出雲ドームをつくられました。小学校、中学校の
改築も全て木材ということで全国的に発信されました。私は、日南町でせっかく新築体育
館をつくるんならば広告塔にならんかなと、新築体育館が。
　１つの事例は、オロチの新工場があります。あそこの高さ、実はきのう図面を見に行き
ました。何とかならんかなと思って見に行きまして、設計図もわざわざ見せていただいた
んですが、鉄筋でなくても、私の案ですけども、鉄筋だったらこんな太うにせないかんけ
ども、鉄筋をちょっと小さくしてでも、安く上げるために、その回りに日南町の木材を上
手に使って知恵を出していただいて何とかできんかなと。要するに設計者も、もう当たり
前の設計をするんじゃなしに、日南の木材を生かした設計をお互い知恵を出しましょうと
いうようなことを強く思うんですが、事例を言いますと、例えば、全て７億円で計画され
てます。それが１．５倍かかるんなら１０億５，０００万になりますが、例えばの話です
よ、それを知恵を出して７億が６億、５億になって、それの１．５倍は７．５億なんで、
何とか知恵を出して木材をどんどん使えるような、そういう構想。そうすれば、日南町で
はこのような建物で耐震も十分あるよというようなことのアピールにならないかなと思っ
ておりまして、そういった提案をしたいんですが、執行部の答弁をお願いします。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）防災体育館といいましても、決して火災というふうなことの想定
だけをしているわけではありませんので、水害とか風水害というふうなことや地震という
ふうなことを考えてますので、余り例えば不燃でないといけないというあれはないという
ふうには思います。それから木造で１．５倍かかるというふうにおっしゃいましたけど
も、オロチ等に言わせると、今非常に設計の業界も伸びてきておると。決して木造だから
１．５倍かかるということではなくて、鉄骨でも今御承知のとおり東京オリパラで非常に
高騰しておりますので、そういうふうなことを考えると、設計屋さんによってはできるん
じゃないかと。もしそういう日南町が木造で建てるのならば、例えばプロポーザル等でそ
ういうオーダーをして建てる方法もあるだろうというふうにおっしゃってます。私どもと
しても、いろんな見地からそのようなことが本当に可能であれば、やはり日南町は森林の
町でありますので、そのようなことのほうが望ましいかなというふうに思っておりますけ
ども、その辺をこれから調査しながら、方法とすれば、そういうふうなことも可能性の中
の視野に入れて検討してみたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）ありがとうございました。
　実は、やっぱり今バイオマスの件も検討されてます。いろんな角度でやっぱり森林とい
う、木ということで、私もこちらに来てもう３５年になるんですが、物すごい印象に残っ
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ておるのは、３０年前ぐらい前に元高橋町長さんが、これで植林は終わったと、これから
１００年、日南町はこれで飯を食っていけるようなことが私の頭の中にずっと残っており
ます。それはその後、いろんな事情もあってこういうことになっておりますけども、やは
りずっと林業で見れば、山にいっぱい木があるので、これを活用し、何かこういう起爆剤
に体育館がなければなと思っておりましたので、少しでも参考になればなということで、
よろしくお願いしたいと思います。もしよかったら教育長の、指名したらいけませんが、
またよろしくお願いします。どうぞお願いします。
○議長（村上　正広君）丸山教育長。
○教育長（丸山　　悟君）貴重な御意見ありがとうございました。これまでもいろいろな
話を聞いておりまして、日南町の木でできないかなということの検討委員会でも話が出て
おります。ただ、費用、先ほど言われたところの町民の費用もありますので、その部分
等々を考慮してこういう予算組みをしております。本当に今後検討していきたいと思いま
すので、よろしくお願いします。ありがとうございました。
○議長（村上　正広君）６番、大西保議員。
○議員（６番　大西　　保君）じゃあ、最後のスケジュールです。３０年度末ということ
で、ですから具体的には３１年３月までということになるんですが、大きく工程表という
んですか、出されて、やっぱりずれていく場合はなぜかということをちゃんと明確にして
おかないと、もう聞くたびにずれていきます。ほかの事例を言ってはいけませんけども、
生山の住宅につきましても、昨年９月が１２月になり４月になりということで、納期管理
はどうなっとるかなという感じがしました。体育館だけはスケジュール管理していただい
て、よろしくお願いしたいと思います。決意の一端を述べていただきたいんですが、よろ
しくお願いします。
○議長（村上　正広君）安達教育次長。
○教育次長（安達　才智君）ありがとうございます。来年度の予算を立てるに当たって、
設計の入札、それから設計が終わった後の工事業者の入札であるとか議会での承認である
とか、そういったこともきちんと視野に入れてスケジュール表をつくっていきたいと思い
ます。ありがとうございました。
○議長（村上　正広君）よろしいですか。
　関連質問がありますか。
　　　　　　　　　　　　　〔「なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）以上で大西保議員の一般質問を終わります。
　　　　───────────────────────────────
○議長（村上　正広君）ここで暫時休憩をいたしたいと思います。再開は２時１５分とい
たします。
　　　　　　　　　　　　　　午後２時０２分休憩
　　　　───────────────────────────────
　　　　　　　　　　　　　　午後２時１５分再開
○議長（村上　正広君）休憩前に引き続き会議を再開いたします。
　引き続き一般質問を行います。
　タブレット５ページ、１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年度は介護職員が
全国で２４９万人必要と見込まれ、１００万人もの人手不足が見込まれています。日南町
においては、平成１５年をピークに高齢者人口が減少に転じていますが、年々、介護・医
療関係の人手不足は深刻度を増しています。私は、全国的に発生しているこの問題に対
し、早急に取り組んでいかないと日南町で安心して老後が暮らせないと思います。今回、
日南福祉会についてと日南町シルバー人材センターについて一般質問をさせていただきま
す。
　まず、日南福祉会について。
　近年、日南福祉会介護職員の離職が目立ちます。平成２７年度で１５人の離職、平成
２８年度は１１月末現在で４人でしたが、３月末で最終的に何人離職されますか。また、
そのうち定年退職者は何人ですか。
　②です。平成２７年度にデイサービスおおくさ荘の休止、そしてグループホームあさひ
の郷の１ユニット９床休止など、人員不足による介護施設利用の縮小化が行われている。
平成２９年度もさらに介護施設利用が縮小されると聞いていますが、今後の予定を伺いま
す。
　③です。介護福祉人材育成奨学金制度の活用状況と人材確保のための経営努力をどのよ
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うに取り組んでおられるか、伺います。
　２番目、日南町シルバー人材センターについて。
　①国は、一億総活躍社会の実現に向け取り組んでおられますが、町内では、特に介護・
医療関係、農林業関係の後継者問題など人手不足で問題視されています。そこで、高齢者
の生きがいづくりと人手不足解消を目的にシルバー人材センターの利活用がどのくらいで
きているか、伺います。
　②昨年４月、厚生労働省は、臨時的、短期的、軽易という業務範囲限定の要件を緩和
し、市町村ごとに指定する業種等において派遣、職業紹介に限り現行の週２０時間から週
４０時間まで業務可能と法改正を行い、施行されました。町内には元気な高齢者が多数お
られますが、地域の実情に応じた高齢者の社会参加を促すことをどのように考えておられ
るか、伺います。
　以上で最初の質問を終わります。
○議長（村上　正広君）執行部の答弁を求めます。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）足羽覚議員の御質問にお答えします。
　まず、福祉会の件でありますけども、平成２８年度中の退職者は、いわゆる期限つきの
雇用者を含め１４人の見込みであります。うち定年退職者は１名であります。補充につき
ましては、先ほど久代議員の質問にありましたように、５名ということで、職員の不足が
継続している状況であります。
　そして今後の介護施設の利用の予定については、できる限りサービス提供に支障がない
ように工夫して対応していただきたいというふうに思っておりますが、特別養護老人ホー
ムあかねの郷については、いわゆる入居希望者や短期入所者を希望される方がおられるわ
けですけども、国の法改正によって、これまで入られていた方が入れないという状況があ
りますので、受け入れを若干減少しておるという状況であります。グループホームのあさ
ひの郷については、現在、１ユニット９名が入居されておりますが、入居者御家族の御了
解が得られる場合があれば、時間を縮小するというふうな予定であります。虹の郷のデイ
サービスにつきましては、これも２９年３月でデイサービスの事業を休止する予定という
ふうに聞いております。非常に厳しい状態だということであります。
　人材奨学金制度の活用状況と人材確保の取り組みでありますけども、平成２７年度に創
設した介護福祉人材育成奨学金制度があります。平成２７年度には３名、平成２８年度に
は３名、実５名、延べ６名の利用がありました。内訳は、町内出身者が１名、県内出身者
が２名、県外出身者が２名であります。このうち２人は既に介護福祉士の資格を取得さ
れ、平成２８年４月から日南町福祉会で勤務をしておられます。
　町では、介護福祉人材育成奨学金をさらにＰＲし、職員確保の支援をしていきたいとい
うふうに思っております。しかし、先ほども述べましたように、町内出身者の利用者が非
常に少ないということは、将来的にはまた町外出身者の方は、言葉としては悪いですけど
も、年期奉公が過ぎればやめられるという可能性もあるわけでありますので、やはりでき
る限り町内出身者の利用者をふやすという努力が必要だというふうに思っております。日
南福祉会においては、求人の継続、就職フェア等、先ほど久代議員に説明をいたしました
ように、職員確保に努めてまいりたいというふうに思っております。また、日南福祉会に
負担を求めている施設使用料相当についても、先ほどお話をしたとおりでございます。
　次に、日南町シルバー人材センターについての利活用の状況でありますけども、シルバ
ー人材センターの会員は平成２８年度６４名で、前年度と比べ８人増加しております。過
去３年を見ても少しずつ増加傾向にあるということで、非常に喜んでおります。
　作業内容としては、２９年の１月末現在でありますけど、２８年におきましては除草や
草刈り、墓地の清掃が２８２件、植木の剪定、雪囲いや畑仕事が５４件、これは主に役場
等や買い物代行でありますけど、宿日直、室内清掃、買い物代行が４６件であります。夏
場につきましては、畦畔の草刈り依頼が多く、逆に引き受け手が見つからないほど忙しく
なっております。シルバー人材センターの活動は、医療や介護スタッフの人手不足を補う
ための人材提供という考え方は持っておりません。しかし、何か補助的に応援することが
あれば、そのような視点で検討していくことは必要かと考えております。
　続いて、地域の実情に応じた高齢者の社会参加を促すことについては、元気で意欲のあ
る高齢者の活躍の場として、シルバー人材センターがあると考えております。シルバー人
材センターは、自主団体組織で働くことを通して生きがいを得るとともに、地域社会の活
性化に貢献する団体であります。現在、広報紙「まごころ」やチラシ、リーフレット等で
会員の募集をしております。会員の平均年齢が年々高くなってきており、６０歳代の若手
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会員のさらなる入会の勧誘に取り組む必要があると感じております。しかし、その年代
は、先ほどありましたように、地域の中の役職でも農林業など仕事の面でも現役で中心的
な存在であります。また、最近では６０代前半の皆さんを中心に再任用などの常勤的雇用
をされる事業所もふえてきております。一方、シルバー人材センターの仕事に対する需要
は十分あると思いますので、経験や技術を生かしていただき、ぜひ地域社会に対して貢献
していただくことを期待しております。
　以上、足羽覚議員の御質問に対する答弁とさせていただきます。
○議長（村上　正広君）再質問がありますか。
　１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）まず、平成２７年にあかねの郷、かすみ荘、おおくさ荘の
３拠点の事業運営を開始されて１２年になるわけですけども、そのころは福祉の町にする
んだということで、非常に盛り上がっていたと思います。求人のほうも多かったと思いま
す。現在は、大変必要な職種であるにもかかわらず、介護職の希望が非常に少ないという
状況になっております。平成２７年度、２８年、合わせて今回２９名の職員さんが離職さ
れたと、非常に多い数が退職されるわけですけども、まずその理由ですね、重立った理由
をお聞かせください。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）離職の理由というのは、給与等ではないというふうに思っており
ます。先ほど久代議員のときにもお答えしましたように、ある程度何年か過ぎられます
と、結婚であったり、また家族の方が高齢になってくるということになってくると、特に
日南町の場合、約４割の方が町外の方でありますので、そういうふうなところの自分の親
元の近いところに少々例えば給料が安くても仕事を見つけて自宅から通いたいとか、婚姻
を機に町外に出るというふうなケースも多うございます。そういうふうなケースが主では
ないかなと。
　それからもう一つは、根本的にあるのは、福祉の仕事というのが非常にきついので、ま
た給料に対しても歩合がマッチングがしてないという部分があるので、転職を考えられて
るケースもあるのではないかというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）今回リストラをしたというわけでもなくここまで減少する
ということは、企業にとっては非常に大きな問題だろうと思います。例えば皆さんが退職
するから私もついつられて退職してしまうとか、そういうような何か雰囲気が職場内で漂
っているんではないでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）福祉会等からの聞き取りですが、確かに２７年度末の退職者も
２６人ぐらいおられますが、定年退職の年齢層もかなり多くて８人ぐらいおられます、
２７年度末ですが。ただ、再雇用という今ある方もあっておりまして、８人のうち６人は
再雇用されてます。それ以外の定年の年齢以外の方では、いろいろな個人の都合、家庭の
都合といいましょうか、そういったことも大きな要因の一つであるというふうに聞いてお
りますので、連鎖反応というのはあるのかないのかわかりませんけれども、基本的にはな
いというふうに理解をしております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）今回退職者は１名ということですが、大体には２名です
か、定年の方は。１名は再雇用ということなんでしょうか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）そのように聞いております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）ちょっといつの経済福祉常任委員会だったか忘れたんです
が、米子市とか新見市から近年採用者がふえていると伺っております。先ほど町長の答弁
にもありましたけども、地元の採用が非常に少ないということですけども、その米子とか
新見市からの採用が多いという理由があれば教えていただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）新見市とか、新規採用の学校がそこにありまして、いわゆる実
習で日南福祉会のほうに来られて、気に入られて採用になるというケースが多いというふ
うに思っておりますし、米子につきましても御承知のとおり介護の専門学校がありますの
で、そういった専門学校系列というところの動きの採用というのが多いというふうに思っ
ております。今の人材育成制度につきましても、一応西部管内とか近隣のところに紹介も
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させていただいておりますけども、どんどんやっぱり輪を広げていって情報提供していき
ながら、そういった方の採用につなげていくことができればというふうな目標を持ってお
るところであります。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）先ほど実習の受け入れということですが、例えば新見市で
したら新見短大とか多分受け入れてるんじゃないかなと思いますけども、町内近辺でした
ら、あと米子のＹＭＣＡ等はあるんですが、ほかにもそういった実習の受け入れ等はされ
ておられるのでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）最近どうかわかりませんが、島根県のほうの広瀬等の専門学校
がありますので、以前についてはそういう学校からの受け入れをした経過はあります。た
だ、最近はちょっとどうかわかりませんけれども、基本的には学校側の生徒さんの数にも
応じてだと思いますけども、ある程度割り振りがあろうというふうに思っておりますの
で、その中で、従前から受け入れにつきましては、学校からの受け入れ希望がありました
らその対応をしていくという方針の中で動いておりますので、基本的にはそういったとこ
ろを有効に使って採用につなげていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）あと、職場内で特に離職を減らすために、例えば相談窓口
等を開設して前もって相談に乗るとか、そういうようなことを福祉会のほうでされている
のか、もしくは福祉保健課のほうでそういった対応ができるのか、教えていただきたいと
思います。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）福祉会との話の中で聞いてる部分ですけれども、基本的には給
与体系あたりを見直したいという考え方をお持ちでありますし、それと業務体制っていい
ましょうか、そういったとこの見直しができるならしたいというような再構築をされてる
というふうに思っております。また、職員個々の人材育成というようなところを含めてや
っておられたり、あるいは個人面談も役員の方が職員個々に面談をしながら、そういった
仕事に対する不安を少しでもなくしたりとか、あるいは意欲、モチベーションを高めてい
くにはどうしたらいいかというような話も含めて面談されているというふうにお聞きして
おりますので、さらにサービスが質的には落ちることはないというふうに思っておりま
す。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）町外で４０％の職員さんがおられるということですけど
も、特に若手の方ですね、町外から来られた方に離職が多いというのも聞いておられます
し、あと、リーダークラスの方ですね、非常に仕事的にも厳しくなってると。あと、配置
変換されたときも、仕事的につらいものがあるというようなことも一部の方から聞いてお
られてますけども、その辺の把握をやっぱりしっかりされて離職につながらないようにし
ていただきたいなと思いますけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）一応、日南福祉会は１００％日南町が出資をしておりますけど
も、やはり一つの会社でありますので、余りそこで町のほうが口出しをするというふうな
ことよりも、町のほうとしては側面支援というふうなことでやっていきたいというふうに
思っております。人事等に町がかかわるということになってくると、非常にやる気をそぐ
というふうに私は認識をしております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）福祉保健課のほうで、そういった相談に乗っていただける
ような体制をまずちょっとつくっていただきたいなと私は思うわけでありますけども、な
かなか本人も実際には相談には行かれない可能性はありますけども、難しいでしょうか
ね。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）難しいと思います。やはり職場には職場の中でのお話というのを
他のところで話をするということは、非常に本人にとってもストレスになりますし、それ
がもし職場に耳に入ったときには、本来的には内部通報制度というふうなことがあって、
そういうふうな犯罪の場合はいいわけですけども、人間関係の中で、私はあの人が嫌いだ
からかえてほしいなどということになると、本当に職場内がごちゃごちゃしてくるという
ふうに思いますので、それはどこの職場であろうと大なり小なり起きることだというふう
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に思っておりますので、やはりそれはしっかり福祉会の中で処理をしていただきたいとい
うふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）あと、町外から来られてる職員さんなんですけども、なる
べく町内にとどめてほしいという思いがあるわけです。例えば若手職員さんを集めて他の
職場との交流会を開いたり、何かそういった、なかなか福祉会だけで固まっても次のステ
ップといいますか、結婚に結びつかないとかあると思うんですよ。そういった何か楽しい
ことも職場の中でできたらいいなというふうに思っておりますが、今回といいますか、婚
活事業等はないわけではありますけども、職場内でちょっと合コンなり、そういった活動
もしてみてはどうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）いい御意見だというふうに思っております。よく今、職域バレー
というのがありまして、これで結構いろいろな出会いが生まれたりしております。じゃ
あ、そこでその後、誰もがどっかで集まってカラオケでもできたらいいなというふうな声
もあるわけでありますけども、それなりに皆さんで動かれてカラオケに行かれたりしてお
るところがあります。
　ただ、１つの大きな問題としては、日南町で今、特に若い方々、子育て１人ぐらいとか
御夫婦で住むようなやはり場所が少ないと、住める場所が少ない。私どもとすれば、生山
のほうに家を建てていただければ一番いいわけですけども、そこまでいくまでのちょっと
した住居、これは病院でもよく言われてることですけども、ある程度スタッフをそろえる
ためには、ちょっとしょうしゃなアパート的なものというのが、やはり一つの魅力にはな
っておるというのは事実だろうというふうに認識はしております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）次に、介護施設利用の縮小化ですね、２８年、２９年度に
かけて縮小化になるわけですけども、今回おおくさ荘も、あかねの郷はもう撤退するとい
うような感じになろうかと思いますが、例えばグループホームですね、虹の郷とあさひの
郷があるわけですけども、この辺も今現在３６床あるわけですが、何かいずれは１８床に
減るというようなこともちらっと聞いております。例えば、ここは認知症を受け入れるグ
ループホームでありますけども、年々、認知症というのはやっぱりふえてきていると思い
ます。その辺の受け入れ体制が大丈夫かなと心配するわけでありますけども、その辺はど
うでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）先ほど近藤議員さんの中にも、運転される方の中で認知症という
ふうな話も出てきました。認知症というのも、医薬品の開発もあろうかというふうに思っ
ておりますけど、現段階ではまだふえている状況であります。先ほど申しますように、施
設としてのニーズがないわけではないわけで、ただ、その施設を運営するということにな
ってくると、その施設に、例えばグループホームを１ユニットで仮に２人入られていて
も、そのユニットには９人分のスタッフを要しないといけないということがあるわけで
す。そうすると、どうしても今の話で縮小をかけていかないと経営的にも厳しいし、人材
的にも他のところで足らないところがあるので、そういうふうなことであります。ですか
ら、鶏が先か卵が先かという話はあるわけですけども、やはり何としても、いろいろな負
担、使用料や起債の分は、置いとく言うのはおかしいわけですが、それも考えながら、し
っかりとにかくスタッフを確保して日南町の福祉・医療体制を確保するということが大き
な命題だというふうに認識をしております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）昨年、平成２８年の１１月末現在ではありますけども、待
機者ですね、こちらのほうがあかねの郷は２６名、グループホームでは１２名という待機
者もおられます。ただ、保留者もかなりの数がおられるわけですけども、こういった待機
者がおられるのに、どんどんではないですが、そういった施設を減らしていくというのは
やっぱり問題が今以上に発生してくるんじゃないかなと危惧するわけでありますけども、
その辺はどうでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）それを解決するには、もう人しかないので、とにかく目の前の
課題というのは、人材を確保していくというところに力点を置いてこれからも頑張ってい
きたいと思います。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
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○議員（１番　足羽　　覚君）次、人材確保についてなんですが、今、町内であかね塾と
いうのがありますけども、ここでは、介護職員初任者研修、昔の名前で言うとホームヘル
パー２級に相当するわけなんですけども、そういった資格が取得できるようです。今現在
こういった研修をされていると思いますが、その取得状況を教えていただきたいなと思い
ます。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）初任者研修を実施しておられるということは把握してお
ります。ちょっと今、手持ちの資料に受講者がございませんので、また後ほど報告させて
いただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）ちょっと私のほうでは少ないというのは聞いております。
介護職員初任者研修の取得をふやして、こういった介護関係の職員不足がカバーできない
かなと考えますけども、そういった初任者研修の資格を持っておられる方では今の介護職
の仕事ができないものなんでしょうか、まともなと言ったらあれですけども、補助的なこ
としかできないものでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）基本的には資格がなくてもできるようになっております。ただ
し、当然御承知のとおり、有資格者としてヘルパー２級だとか、あるいは介護福祉士だと
か、そういった専門的な資格というところのことがありますので、できればそういう形で
勉強していただいた方を多くしていく、あるいは採用時には無資格だけれども、一定の経
験年数を所持して試験を受けて取得されるという方もありますので、そういった体制づく
りの中での資質向上を福祉会の中では目指しておられるというふうに理解しております。
以上です。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）日野高校でもそういった初任者研修の資格が取得できるそ
うですけども、今、日野高校では、介護・健康系列の授業のコースを受ければ取得ができ
ると。週８時間の授業があったりするそうです。その介護職員の初任者研修ですね、こと
しというか、去年なんですが、１０名取得があったそうです。そのうち２名が日南町の出
身者と聞いております。そういった学生に介護福祉の人材育成の奨学金制度、この辺をぜ
ひとも利用していただいて町内に戻っていただきたいなというふうに思うわけであります
けども、その辺のアピールとか、先生も言われてるそうなんですけども、もっともっと強
くしてもらえたらなと思うんですが、そういった営業活動的なことはされておられるんで
しょうか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）西部管内の高等学校につきましては、訪問しまして制度
の説明とか申込書等も持っていきまして依頼をしております。また、進路指導の先生とも
面談をしておりまして、ぜひ勧めていただきたいということでお願いをしております。制
度としては大変有利な制度であるので、ぜひ生徒さんには知らせたいということでお話を
いただいておりますので、そういった働きかけはしていただいていると思っております。
今後もさらに続けていきたいと考えております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）先生のほうも、介護士は非常に人員不足のために求人も多
く、食いっぱぐれがないよというようなことを生徒たちには言っておられるそうですけど
も、なかなか介護職というイメージが余りよくないなという、そのイメージアップをやっ
ぱりどんどん図っていかないと生徒たちもなかなか食いついていかないのかなというふう
に思うわけですけども、そういったイメージアップ戦略をこれからどしどししていってい
ただけたらなと思うわけでありますけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）昨年も介護職で日南町の出身の方に、ぜひとも日南町に来てほし
いということをお勧めしたんですけども、結果的には日野町の日翔会のほうに行かれまし
た。その理由を聞くと、やっぱり自分の知った人の介護をするというのは、なかなかちょ
っと抵抗があると。知らない人だったらいいけども、お隣や近くのおじいちゃんで、何と
かちゃん、あんたが見るだかなんて言われると、ちょっといろいろ思いがよぎってきて、
地元よりも他の知らないとこの方を見たほうが気が楽だという例もありました。それは一
つの例だというふうに思います。
　確かにいろんな介護職のイメージアップがあって、例えばロボットを入れるとか、いわ
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ゆるアシストロボットですね、パワーの、それからしゃべるソフトバンクのわけのわから
んロボットを入れるとか、そういうふうなことでイメージアップにつながるなら、とにか
く何でもして確保をしないともういけんという状態に来てるわけですので、もうロボット
でも何でもいいですから、そういうふうな提案をどんどん福祉会ともやって、とにかく頑
張っていただくということを私としては考えていきたいというふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）それと、介護職員さんの負担を軽減するために、後でもま
た言いますけども、シルバー人材センターを活用して、例えば清掃とか洗濯とかシーツ交
換とか配膳とか、専門じゃなくてもできるような仕事があるんじゃないかなと思うんです
けども、そういったところにシルバー人材センターの派遣というような格好を活用して少
しでも介護職員さんの仕事量を減らすというようなことはできないものでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）おっしゃられるように、仕事の業務内容の一部というところで
いきますと、それはできる内容があるのかもしれませんが、基本的には会社の運営の皆さ
んが決められることであろうかと思いますが、ただ、シルバー自体の業務内容として、例
えば在宅の方の会話の相手になるとか、そういった多少軽易なことの中で業務を行うとい
う内容も明記されておられますので、そういった形でのシルバーの皆さんの活動というの
は地域の中でできるんではないのかなというふうには思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）その辺は、あかねの郷といいますか、日南福祉会でもボラ
ンティアを募集されたりして、高齢者、患者さんというか、利用者の方とそういったコミ
ュニケーションをされたりしてるんじゃないかなと思いますけども、次、地域おこし協力
隊ですけど、基本的に農林業関係じゃないかなと思うんですが、研修を受けて介護関係の
仕事ができないものかと思いますけども、そういったことは無理でしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）それは、もう地域おこし協力隊ではなくて、福祉の仕事に従事を
していただくという方だというふうに思います。全くそれは許可が多分出ないと思います
し、それからもう一つ大事なことは、福祉の現場も医療の現場もチームワークなんです
ね。誰かが入ってきて何かをしてくれればそれが済むということではなくて、配膳なら配
膳でも、この方はこういうふうな配膳をしないといけない、箸は使えないからスプーンで
ないといけないとか、きょうは固形物が入ってるからそのものだけは外して違うものを置
こうとか、そういうふうにやはりちゃんとしたチームワークができてないと、私は医療な
り福祉の現場というのは成り立たないというふうに思っております。安易に福祉や医療の
現場にそういう他人とか、他人とは言わないですが、ボランティアなり、その日だけの方
を例えば食事の配膳等に置くと本当に医療事故、福祉事故のもとだろうというふうに思い
ますので、あんまり安易に、周辺の整備とか、そういうふうなところは今もやっていただ
いて大変ありがたいと思っておりますけども、その程度でやはり占めるべきだというふう
に思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）地域おこし協力隊なんですが、例えばですけども、地域包
括ケアシステムがあるわけですが、そちらのほうに配属して、今後の地域のあり方を一緒
に考えていくとかいうようなそういった取り組みですよね。直接介護するというわけじゃ
なくて、新たな町村での介護のあり方というか、そういった、ちょっと意味が伝わらない
でしょうか、そういう方向で協力隊を使えないものかなと思いますが、どうでしょうか
ね。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）地域おこし協力隊というのは、その場に定住したいという、その
まちに定住するというのが一つの目的なんですね。今言われるように、例えば福祉の知識
を持っていて日南町に定住したいのであれば、初めから福祉施設に入っていただいたほう
がはるかに有益なわけです。傍観者的に例えばああだこうだというふうに先ほど言います
ように言うと、やはりチームワークが壊れてまいります。やはり地域おこし協力隊という
のは全く福祉とかには当たらないものだというふうに思っておりますので、そういう考え
をし出すと、言葉は悪いですけども、誰でもいいじゃないかというふうなことになってし
まうと。本当に福祉で頑張ってる方々の意欲をそがないようにぜひとも考えていただきた
い。
　私は、日南町の福祉会の方々、毎日毎日、本当にどうして日南町の福祉をよくしよう
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か、お客様に喜んでいただこうかというふうなことを努力されてるというふうに思います
ので、安易に数だけそろえばいいというものではないというふうに皆さん方、思われてる
と思いますし、真剣に日南町の福祉のあり方というのをしっかり考えられておられるとい
うふうに思っておりますので、誰でもいいから何か誰か手伝いに来てくれればいいなとい
うふうなものではないというふうな、そんな生易しい現場では私はないというふうに自分
自身、感じております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）じゃあ、もう一つ、以前提案といいますか、したことがあ
るんですが、外国人労働者の採用についてでありますけども、政府のほうでも取り組んで
おられるわけですけども、非常に状況としては難しいいろいろ問題があります。言葉の問
題とか経費がかかり過ぎるとか難しい状況ではありますけども、今後としては、やはり外
国人の雇用というのは必須になってくるんじゃないかなと思うわけであります。今、日南
福祉会にもお嫁さんに外国から来られた方が２人ほどおられるそうですけども、例えばそ
うしたつてがあれば来てもらって介護の仕事をしてもらうとか、難しいかもしれませんけ
ども、何らかのやっぱり手だてを打っていけたら外国からでも採用ができるんじゃないか
なと思うわけでありますけども、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）御承知のように、今、株式会社オロチではベトナムの方が、たし
か５名だったと思いますけども、働かれておられます。大変真面目でいいというふうに聞
いております。役場のほうにも来られて、地元の実家のほうとパソコン通信をされたりし
て連絡をとっておられる姿をよく見ます。福祉の現場でいいますと、なかなか言葉の問題
というのがあろうというふうに思っております。
　御承知かどうか知りませんけども、鳥取県は実はモンゴルに日本人学校というのを設け
ております。その卒業生というふうな形がそろそろ出てまいりますので、そういう方々が
本当にそういうふうな志向をされるのかというのもあるというふうに思っております。た
だ、モンゴルといいますと田舎のように思うわけですけども、例えばウランバートルとい
えば何百万人という都会でして、そういう方々が日南町のようなこのような地に来て福祉
の仕事を選ぶのか、例えば東京都や横浜のような大都会で福祉の仕事を選ばれるのかとい
うふうなところは、また別な問題だろうというふうに思っております。ただ、鳥取県がそ
ういうふうな学校を持っておりますので、そういうふうなところにも呼びかけて可能性を
探ってみることは必要だというふうに認識をしております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）大変福祉の仕事というのはきついわけでありますけども、
人間関係がうまくいかないとか給料が安いとか、そういうような不満も少しは聞いており
ます。介護の仕事というのは非常にやりがいのある職種でもあります。重要な仕事であり
ますので、再度、認識していただいておると思いますけども、介護職員の確保に全力をお
願いしたいと思います。
　続きまして、シルバー人材センターについてなんですが、平成２８年で６４名というこ
とで、過去３年間ふえてきて非常にいいなと思っております。ただ、ちょっと資料を見ま
すと、全体の６０％以上に当たるんですけども、７５歳以上の方が会員になっておられる
わけですけども、若返りをしていく必要があるんじゃないかなと思いますけども、作業と
かには支障といいますか、特に問題はないでしょうか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）シルバー人材センターさんに依頼がある仕事の内容は多
岐にわたっております。それぞれの会員の皆さんが御自分のできる範囲でということで対
応いただいております。先ほどの答弁にもありましたように、夏場は草刈りとか草取りと
か、そういった希望が多く出されます。そういった場合に、引き受け会員がなかなか手が
回らない状況もあるように聞いております。ですので、さらに若い年代の会員さんをふや
していきたいというのは会員の皆様の考えでもありますし、町としてもその点をＰＲして
いきたいと考えております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）全国の加入率なんですけども、ちょっと調べてみたら、男
性は２．７％で女性は１％、これは平成２６年の統計なんですけども、なっております。
日南町は、ちょっとざくっと計算したんですけども、男性は１．７％ぐらいで女性は
０．７％ぐらいと全国に比べたらまだ少ないというような状況です。恐らく高齢者の方で
すね、農業関係、林業関係に従事されてる方が多いからそういう結果が出てるとは思いま
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すけども、例えば口コミでまち協とかそういったところに呼びかけて、高齢者の福祉の増
進と就業支援、そういったことを目的として会員数をふやしていただきたいなと思いま
す。
　あと、資料をちょっと見たんですけども、専門的、技術的職員さんがゼロということで
した。その専門的というのは、看護師さんとか、恐らく介護士さんも含まれるんじゃない
かと思うんですけども、この辺は再雇用とかそういうのがあってやっぱりゼロというよう
な結果になってるのでしょうか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）専門職といいますと、ちょっとどの資料を見ていただい
たかちょっとわかりかねますが、専門職……。
○議員（１番　足羽　　覚君）シルバー人材センターの状況についてという資料。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）シルバーの会員さんについては、専門職であるかどうか
というような募集の仕方とか分類の仕方はしていないと思っております。それで、特に専
門職の方につきましては、先ほどおっしゃいましたように、再雇用の対象であられました
りとかいったことで従事しておられる方が多いと思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）もしもそういった専門的、技術的な方がやっぱりおられま
したら、ぜひともシルバー人材センターのほうに登録していただいて何らかのそういった
介護、医療の協力をしていただきたいなと思いますけども、その辺のＰＲの仕方もあろう
かと思いますが、要するに眠っている人材ですよね、そういうのを掘り起こしていただき
たいなと思いますが、どうでしょうか。
○議長（村上　正広君）中村副町長。
○副町長（中村　英明君）センターの会員さんは若干上がり傾向というところがあります
けども、１０年前ぐらいからいくと、やっぱり少なくなってるという傾向ではないのかな
というふうには思っております。基本的にはシルバー人材センターの組織の中でそういう
ところはもう危惧されておりますし、全域にわたって会員さんおられますので、会員さん
をそういった方を含めて呼びかけをされてるというふうに思っておりますし、今回、社会
福祉協議会に入っている関係もありまして冊子あたりにもそういった内容を掲載されなが
ら会員募集をされてるというふうに思っておりますので、そういう状況でありますので、
町が何かをするということではなくて、一定の支援の中で募集に努めていただければとい
うふうに思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）ちらっと聞いたわけなんですが、人材センターの中にもホ
ームヘルパー２級を持っておられる方が１名おられて、訪問介護とか月に２回ぐらい行か
れとるそうです。そういった方をもっとふやしていけたらいいなと思います。
　次、日南町高齢者世帯軽度生活援助事業のことをちょっとお聞きしたいんですけども、
６５歳以上のひとり暮らしの高齢者や高齢者のみの世帯に対して、日南町高齢者世帯軽度
生活援助事業で事業費の一部負担がありますけども、例えば民生委員さんとかはこういっ
た事業があるんだよというのを把握されているか、ちょっとお伺いしたいわけです。例え
ば今回でも大雪とか降ったわけですけども、民生委員さんのほうに雪かきを頼まれたり、
そういったことを聞いております。こういった事業があるというのを民生委員さんがちゃ
んとわかっとれば、シルバー人材センターのほうに連絡されたりするんじゃないかなと思
うんですけども、そのような民生委員さんのほうには徹底されているでしょうか、お伺い
します。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）先ほどお尋ねのありました日南町高齢者軽度生活援助事
業につきましては、民生委員の定例会等でもＰＲというか、周知をしておりますので、承
知していただいていることと思います。ただ、シルバーさんの場合は対応できる範囲とい
うのが限られておりまして、庭先のあたりとか、引き受け手があった場合ということで、
全てをお受けするわけにいかない場合があります。それでまた民生委員さんの場合は、雪
かきを業務のうちとしてやってくださいということをお願いしておりません。なので、何
ていいますか、見かねてといいますか、そういったことで対応されたことはあるかとは思
いますが、民生委員さんが必ずそういった方々の雪かきをしなければならないということ
ではございませんので、御承知おきいただきたいと思います。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）それと、今回新規事業で、お産された産婦さんに対して産
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後の家事の援助をされるというのがありますけども、これをシルバー人材センターに業務
委託されるということでありますが、これも規制がありまして１回２時間まで、１人８時
間までということでありますけども、その範囲内では全て無料といいますか、助成ができ
るわけでしょうか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）制度的にはそのように予定しておりますけれども、委託
先につきましては、御意見もいただいておりますので、再度協議して検討したいと思って
おります。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）次ですけども、平成２７年度から作業委託内容ですが、分
類基準が変更になっております。このいただいた資料ですね、変更になっておりますが、
例えば地域や企業の要望に応えるような仕事内容を新たに追加したり、そういったことは
できるものなのでしょうか。
○議長（村上　正広君）梅林福祉保健課長。
○福祉保健課長（梅林　千恵君）シルバー人材センターさんの事業につきましては、以前
お送りしましたこのチラシのとおりでして、今のところこの内容で継続して行うこととし
ておりまして、特に変更は考えておられないと思っております。
○議長（村上　正広君）１番、足羽覚議員。
○議員（１番　足羽　　覚君）昨年の法改正で週２０時間から４０時間までできると、可
能となるということになっておりますが、そういった法改正によって仕事の内容も若干変
わったり、選択肢ですね、その辺も広がってくるんじゃないかなと思うわけでありますけ
ども、そういった仕事の内容とか仕事量で４０時間ぐらいまでできるような、そういった
仕組みになっておりますでしょうか。
○議長（村上　正広君）先ほどの答弁で福祉保健課長のほうから事業の内容については変
えないということがあったので、そこら辺のことについての答弁は次の質問に変えていた
だきたいと思いますが。
○議員（１番　足羽　　覚君）わかりました。じゃあ、変えないということですね。
　最後になりますけども、シルバー人材センターの仕事でありますけども、単なる外出や
体を使う機会だけでなくて、仕事を通して高齢者の社会参加や生きがいを支援し、それが
ひいては医療の削減とか健康寿命を延ばす要因につながっていくと思います。寝たきりの
高齢者を減らすためにも、このシルバー人材センターの活用を今以上にしていっていただ
きたいなと思います。ＰＰＫという言葉がありますが、ぴんぴんころりですね、これを社
会にもっともっと普及していきたいなと思います。以上で終わります。
○議長（村上　正広君）答弁は。
○議員（１番　足羽　　覚君）じゃあ、お願いします。
○議長（村上　正広君）どなたが答弁を。
　増原町長。
○町長（増原　　聡君）日南町の今の人口動態を見てみますと、一番多いのが８０代でご
ざいます。その次が９０代であります。御承知のとおり、高齢者という言葉を６５歳から
７５歳からというふうな言葉に変えようかというふうな動きがあります。実際からいう
と、７５歳から８０代ぐらいは日南町の本当に農林業も含めた地域の中核でもあります
し、商工業の担い手でもあるというふうに思っております。
　そういう中で、確かにシルバー人材銀行というふうなことがあるわけでありますけど
も、このシルバー人材銀行の名簿を見ましても、やっぱり８０代の方が中心というふうな
ことでありますし、最近、若い方の６０代の方が入っていただけるというのは非常に一つ
の光明だとは思っております。ただ、余り過大な期待をしてＰＰＫになっても困ります。
ぴんぴんで元気にずっと生きていただかないと日南町はもたないわけでありますので、余
り夏の暑いときに激しい作業をされてＰＰＫにならないように、しっかりシルバー人材も
頑張っていただいて健康で長生きをしていただきたいというふうに願うものであります。
○議長（村上　正広君）関連質問がありますか。
　４番、古都勝人議員。
○議員（４番　古都　勝人君）昨日だったでしょうか、今の介護の人手不足の解消いうこ
とで「ガイアの夜明け」とかで特集されておりまして、島根県浜田でシングルマザーに期
待して募集されて手いっぱい集まられたと。初年度１０名で、６名は安定的にやっておら
れると。２名は子供の都合で、気候の都合で帰られた。あと２名、若干検討しておられる
ということで、今、日本中で浜田モデルという言い方で介護人材を集められた大成功の部
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類だと思います。２年目については、やはり子供の大きさによって夜間勤務の問題、それ
からやはり体力的な問題で別の職場も宛てがって定住をしてもらっとるという非常に成功
例として近くにあるわけでございまして、本町でも総合戦略でシングルマザー等について
うたっておられます。そういった部分での研究をされて日南型でそういったことができな
いかなときのうも思ったわけでございまして、そういったことを研究される気持ちがある
のかないのか、お聞かせいただきます。
○議長（村上　正広君）増原町長。
○町長（増原　　聡君）浜田のモデルの場合は、たしか軽自動車を１台と住居を無償でと
いうふうな話があったわけであります。そういうふうなことを町民の方がいいよというふ
うに言っていただけるならば、それは本当に非常に私どもとしても、子供さんも含めて考
えるならばいいわけですけども、仮にどなたかが一言、言葉は悪いですけども、よそ者は
いいなあとか、そういう話が出だすと、やはりなかなか難しいというふうに思っておりま
す。
　やはり一番大事なことは、私が言うとまた皆さんに怒られそうですけども、日南町だけ
のものではなくて、広く広く大きな心を持って生き生きとした日南町をつくっていけるよ
うな町になれば本当にいいなというふうに思っております。趣旨としましては本当に大賛
成で私はありますので、そういうふうなことが町民として、そういうことをやってもいい
じゃないかというふうな声が出ることをまた期待しておりますし、議員の皆さんも、そう
いうふうな声を拾っていただければ大変うれしく思います。
○議長（村上　正広君）以上で足羽覚議員の一般質問を終わります。
　以上で一般質問を終わります。
　　　　─────────────・───・─────────────
○議長（村上　正広君）本日の議事日程は以上をもって終了いたしました。
　お諮りいたします。本日はこれをもって会議を閉じ、散会といたしたいと思いますが、
これは御異議ありませんか。
　　　　　　　　　　　　〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕
○議長（村上　正広君）御異議なしと認めます。よって、本日はこれをもって会議を閉
じ、散会とすることに決定をいたしました。
　３月２４日の本会議は別に通知をいたしませんので、定刻までに御参集いただきますよ
うお願いをいたします。長時間お疲れさまでした。
　　　　　　　　　　　　　　午後３時２６分散会
　　　　───────────────────────────────
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